
Title 初期マルクス研究におけるひとつの問題 : フェルダー「一八四八年の革命前夜におけるマルクス
とエンゲルス」における"真正社会主義"の解釈について

Sub Title A problem on the study of "Young Marx"
Herwig Förder; Marx und Engels am Vorabend der Revolution : Die Ausarbeitung der politischen
Richtlinien für die deutschen Kommunisten (1846-1848)

Author 飯田, 鼎
Publisher 慶應義塾経済学会

Publication year 1962
Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.55, No.3 (1962. 3) ,p.269(61)- 284(76) 

JaLC DOI 10.14991/001.19620301-0061
Abstract
Notes 社会思想史研究特集

資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19620301-

0061

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


、.
⑴
'。「

资
本
：は
、
::
'
:
1国
の
窜
^.
う
ち
ノ
生
產
.に
相
用
さ
れ
る
部
分
で
智
夕 

衣
服
•
•逍
具
、
原
料
，
機
政
な
ど
、
労
働
を
し
て
有
効
な
ら
し
め
る
に
必
要
な 

も
の
よ
.
.り
な
る
。j 

(principles.'Gonner

09*
edition.‘.P. 

7
2

•
.
'
.
堀
経
夫
訳
.、
八
'
.
 

.六
頁
。L

a
b
o
u
r
^
w
r
o
n
g
s
,

 

p. 197.)

.

.

⑵

「

人
口
が
生
活
維
持
手
段
を
a：
迫
し
つ
つ
あ
る
と
き
、
唯
一
の
救
済
策
は
、

.

人
民
の
減
少
か
、
あ
る
い
は
よ
り
.急
速
な
資
本
の
#
積
か
で
.あ
る
。」

'
.

(
p
r
i
n
c
r

 

: 

.nles」
pp.. .76 

丨 77.

.
'訳
、
九
，.ー'
,頁
。へ La

b
o
u
r

w-, ..wrongs.' p... 197.)

:-:

:⑶
'
-,
需
要
は
生
産
に-J
：
っ
て
の
み
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
.ー
国
に
，お
い
て 

使
用
さ
れ
え
な
い
資
本
額
は
全
く
な
い
。

」
(

セ
ー
か
ら
の
引
用
。'principles.

-p.. 273.:...

訳
、
.
.—.
一.

一
.1

六
頁
。
.

L
a
b
o

与 V
 w

r
o
n
g
s
.

 

P
,
1
9
7
.
)

.

.

⑷

「

一
国
の
富
は
ニ
^
の
方
法
で
增
加
名
れ
う
る
’
す
な
わ
ち
そ
れ
は
生
産
的
'
 

労
働
の
維
持
に
収
入
の
よ
り
大
な
る
部
分
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
加
さ 

れ
う
る
、
あ
る
い
は
、そ
れ
は
な
ん
ら
労
働
の
附
加
的
分
量
を
使
用
し
な
い
で
、

同
一
の

分

贽

を

よ

り

生

産

的

な

ら

し

め

る

こ

と

に

よ

っ

て

増

加

さ

れ

う

る

。

」

•

.
V

 

.
'
'

 

:

 

:

 .

 

•

 

■

 -

 
.

 

\

.(principles. 

,
.
p
. 

2
6
3
.
'

訳
、
.
.三
0
三
1

四
頁
。
'.
1
*8*
1
0
:»*
.琴
3
1
1<9
,
1
>
.
:
1
9
7
.

)

'-

(5
)

「

公
衆
を
本
位
自
体
が
こ
う
む
る
変
化
以
外
の
通
貨
の
価
値
の
あ
る
他
，の
：変
.
■ 

'

.
化
に
た
い
し
て
保
金
し
、
そ
し
て
同
時
に
最
も
出
費
の
か
か
ら
な
い
一
媒
介
物
'

を
も
っ
て
流
通
を
お
こ
な
う
こ
と
.は
、
通
貨
が
も
た
ら
さ
れ
う
る
最
も
完
全
な
'
. 

状
態
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
るV

 .(principles, 

.p. 

344..

訳
、
三
九
七
頁
。
 

Labourvwrongs.:p... 198.)

(6
)

.「

す
べ
て
の
時
に
；お
い
て
、：
そ
れ
を
生
産
す
る
の
に
骨
折
と
労
働
と
の
同
一 

の
犠
牲
を
要
す
る
商
品
の
み
が
、
不
変
な
の
で
あ
る
。」

(principles, 

p. 260..

訳
、
.
ニ 
九
九
頁
。
' 

L
a
b
o
u
r
s

 

^
,
w
,
0
W
M
^
W
. 

p. 

100
9
.
}

ち
な
み
に
.
^
ョ
リ
フ
は
リ
カ
ー
ド
の
ブ
レ
ィ
に
た
ぃ
す
る
影
響
を
最
小
に
み
っ

.も
る
.ロ
 

I ウ
工
.ン
ソ
し
ル.
.

(

«Lowenthal; The. Ricardian Socialists. 1911， 

Chap. V, VI.
)

を
批
判
す
る
た
め
に
右
の
詳
細
な
引
用
を
お
こ
な
っ
た
ょ
ぅ
で 

あ
る
於
Q
O
S
®
.
. 

P，4

-* 

.. 
ロ ote 3,)

、.こ
れ
だ.け
.で
•は
ロ
ー
ゥ
エ
シ
ソI
ル
の
見
解 

” 

i
も
.：っ
：と
も-れ
4:
明
確
な
論
証
を
基
礎
に
し
て
い
る
と

'は
い
え
な
い
が

—

.：
 

の
批
判
と
し
て
不*
.殳
で
あ
る。
.リ
カ
ー
ド
と
リ
カ
ー
ド
派
社
会
主
義
と
の
関
係 

は
後
者
の
性
格
規
定
に
と
ら
て
—-
.つ
.の
重
要
な
問
題
で.あ
る
。
さ
し.あ
た
り
以 

.下
を
参
照
。'.
.
:

p. H. .DO

CJglas...:.: 

smithv.. theory, of. 
一
 value 

and 

distribu

1: 

’.tion.: J. 

M
,
'
o
l
a
r
k 

and. others.;. Ad
am Smith, 

1776—1926, 

1928, pp.

'パ
.

.

.

.

•

V 
.
.
.
.

.

.

.9DI103. 

..G... Adler;. 

Kicardo'lmd . der 

&ltere 

. 

englischesozialismus- 

vertelagung.

o-
e
r Arbeit'gegen 

die. Anspriiclle

'.des Kapitals.'von 

T.

(

10)

コ
ー
ル
は
ブ
レ
ィ
の

『

労
働
の
不
当
な
処
遇

』

を
特
徴
づ
け
て

「

オ
ー
ゥ
ヱ 

ン
主
義
プ
ラ
ス
ホ
ジ
ス
キ
ン

」

と
の
べ
て
い
る。

0.0
1
1
0
0
1

<1
>
; op. 

c
i
r

p.

,133:)

.ま
，た
',
！•反
資
本
主
義
：の
経
済
学
と
才
丨
ゥ
エ
ン
主
'義
者
の
協
同
体
学
説
と 

へ
の
タ
ム
ス
ン
的
綜
合

.1
-
.
と
も̂,
ベ
て
い
る
。

(P.

1
100
.

)

(

11) 

Working M
a
n
V

 Advocate, 

vol. IX'NO; 23. M
ay 3,

100
7
3. The 

.WGrd'vol:n.'.N0....5v.sept..l8?3...Bray. Material.、YOL.I.

.

Item. 23.

な
' 

お
ど
0
論
説
ヤ.ブ
レ
ィ
は■さ
ら
.に
.
、Macauleyv Brougham, Oastler, cobbett._ 

Q
c
o
n
n
o
r

に
つ
い
て
如
評
言
を
の
べ
て
い
る
。

V
o
L

日.
It
em10:

に
お
け
る 

ィ
ン
グ
リ
ス
の
覚
書
参
照
。
.
:
V

12)
_ steps, to .Ref om...

.. 

(Ms).

.'
'100
9
4
 
へ
 Bray. Material. ..VOL.

.日
*Item,

5° 

JolMe. p.,13.

13) 

G
P
H
. 

Cole; 

op, 

c
i
r
p
. 

130.

な
お135, 

100
6-7.

(

14) 

Bray..Material. Vol. 
一 Iti.. 
100
;. 

.
?t-
»cn
l
s
.

初

期

マ

ル

ク

ス

研

究.

に

お

け

る

ひ

：と

：
つ

.

の

問

題̂
^

■ 

.
■
.
.
.
.
.
.

 

: 

'.-
‘ 

.

、
 

V 

.

.

.

.

.

.

.

 

..

•
.
フ
エ
ル
ダ
ー
；

- 1

一
.

八
四
八
年
の
革
命
前
夜
に
お
け

.

る
マ
ル
ク
ス
と
エ.

ン.

ゲ
；ル.

スj

(
H
e
r
w
i
g

 

Fo:
a
e
r
; M

a
s

 

<
u
n
> 

E
n
g
e
l
s

 

a
m

 

V
o
r
a
b
e
n
d

 

d<D
'
r Re

v
o
l
u
t
i
o
n

 

I D
i
e

 

A
u
s
a
r
b
e
i
t
u
n
g
.

 

d
e
r

 poiitischeii 

R
i
c
h
t
l
i
n
i
e
n

 

f
i
i
r

ch
i
e d

p
b
t
s
c
h
s

 

K
o
m
m
nnfgf.ATV

s
A
<y>

oo
知
oo

3

に
お
げ
る

力
ー
ル

マ
.ル
ク
ス
の
伝
記
的
研
究
は
、
.
古
一
く
は
フ
ラ
ン
ッ

)

メ
ー
リ
ン
.ク

-(

1) 

(

2) 

■

の
古
典
的
業
績
や
力
丨
':ル'
•フ
ォ
ル
レ
ン
.ダ
.丨
の
哲
学
的
省
%

さ
ら
に
E 

.

,

.

(

3) 

：
 

. 

:: 
S

 

;

H
,'
«

ヵ
ー
の
，.ユ
-
|ク
.介
研
究
も
し
く
は
リ
，ャ
ザ
ノ
フ
の
簡
潔
な
伝
記
な
ゼ
を

は
じ
め
、
す
ぐ
れ
た
著
作
が
沙
く
な.い
。'
そ
し
.て
.今

も

な

お

多

く

の

佞

^

^

書

か
れ
，
そ
れ
ら
を
加
免
る
な
ら
ば.、

マ
ル
ク
ス
研
究
は
実
に
枚
挙
に
い
^
.
ま
な

.

し
と
い
.わ
：な
け
れ
ば
な
ら
なV
。
最
近
で
は
と
く
に
，1

八
四
八
年
の
革
命
を

一.

頂

点

と
.r

r

る
い...

わ
.ゆ
^:
'
初

期

マ

ル

'

ク
，
スK

か
，
ん

す

る

業

績

が

」

つ
.
ぎ

つ

ぎ

と

.あ

ら

わ
れ
邦
-^
-̂
れ
っ
づ
あ
る
め
は
注̂

ヤ
べ
^
で
ぁ
ろ
ぅ
。

'
,
:

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

V
. 

.

.

.

.

初
期
マ
ル
ク
ス
研
究
に
お
け
る
.ひ
と
つ
の
問
題

./,

真
正
社
会
主
義"

、
.

の»

釈̂

つ
い
弋':

:

:

.

“

'

.

:

:飯

'
,''
'
';

.

.

.

.

.
•
.
.
.

- 

.

.

.

.

.

.

 

.

■
,

,
■
' 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 
:

.

.

 

..... 

- 

ぃ.
-
I 

'

♦ 

.

.

.

.

. 

-

•

初
期
マ
ル
：
ク

ス

も

し

く

は

：
マ

ル
，ク
，ス
主
義の
定
礎
期
と
も
い
ぅ
べ
き1

八
.
四

'
八
'年
の
.革
命
以
前
の
：研
究
、
，：そ
の
思
想
形
成
史
な

V
し
.マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学

V

の
：
生

成

過

程

に

：
か

ん

：
す

る

研

究

は

：

つ

ぎ

の

い

：く

つ

か

の

傾

向

に

わ

げ

る

こ

と

が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
ノ
た
と
え
ぱ
、
ジ
ェ
ル
ジ

-

■

ル

ヵ

ー

チ

の

研

.

究
の
:̂
.ぅ
'に
、：'「

ベ
.
1ゲ
.ル
.主
義
を
克
服
し
、
，さ
.ら
に
'フ
ォ
ィ
'エ.
.ル
4ノ
ッ
.
.ハ.
.を
も
_

こ
先
ズ
唯
物
弁
証
法
の
基
礎
を
含
ず
く
に
至
名
過
程
と
单
命
的
民
主
主
義
か
ら

ぺ

科

学

的

社

会

住

義

，
へ

と

進

む

泰

展

七

の

関

連

)

の

把

握.'
'
'
:1 '

阔
上
：
の

成
1
1^

程

と

一
政
治
上
：の
成
長
過
程
と
の
必
然
的
な
統
一

v

t目
指
し
て
苦
闘
す
る
マ
.ル：ク
.ス
の

.-
■

精

神
形
成
史
を
と
り
あ
つ
が
ぅ
も
の
で
あ
っ

て

、
主

と

し

て

哲

学

的

•
思
想
的

-■
'

な
侧
面
の
追
求
が
免
ず
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

•

- 

六 
一

P
一
六i



:周
知
-.
0
よ
う
に
、-

—*
八
_
四
：年
に
書
か
れ
：た
と
想
わ
れ
る
マ

『

ル
：ク
：ス
の
経
済 

学
=
哲
学
手
稿
の
|
’九
1
1
1
1
ー
年
に
お.け
る
発
表
は
、

:

マ'
ル
ク
ス
/主
義
体
^
の
：根 

幹
と
も
い
；.う
.ベ
..き
史
的
唯
物
論
の
源
：東
ザ..へ.
.
.
:!
•
*ヶ
.ル
の
■マ
ル
ク

.

ス
.へ
の
.影
響
.

を
：；： 

研
究
す
る
上
に
お
い
て
新
し
い
光
：を
投
じ
：た
も
の
で
あ
っ
た
が
，、
そ
の
意
味
で

‘

:

は
、
こ
の
初
部
マ
ル^;
ス
主
義
の
重
要
な
理
論
的
結
晶
と
も-^
う
べ
き
^
経
済
：
 

h
学=

哲
学
手
稿」

..

.に
あ
ら
あ
れ
た.：マ'ル
-ク
ス
の
疎
外
論
に
か
ん
す
る
マ
ル
ク
丨 

ゼ
の
論
稿
が
良
知
力
、，
0

田
優
三
両
氏
に
よ
っ
て
弗
訳
さ
れ
免
こ
と
は
畠
ば
し 

い
。，
本
書
の
あ
之
が
き
で'
訳
者
の
ひ
と
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独
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の.独
創
が
み
ら
' 

れ
な
い
場
合
で
も
、
先
行
す
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す
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す
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の
な
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さ
れ
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体
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る
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積
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れ
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さ
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れ
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。
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れ
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否
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わ
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。
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、
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れ
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な
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か
'

も
衝
動
的
と
も
映
る
■マ
ル
ク
ス 

に
：よ
る
既
成
成
の
理
論
体
系
の
否
定
、
そ
の
容
赦
：の
な
い
無
慈
悲
と
も
.い
う
べ
き 

攻
擊
：は
、
：
革
命
的
実
践
の
正
し.い
認
識
。
違
背
す
る
あ.ら
ゆ
る
：ィ
デ
オ
ロ
ギ
ー. 

に
加
^
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
，べ
き
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
.マ
ル
ク
ス
の
著
作
と
思
想
を
、
彼
の
行
動
、
'
彼

の

闘

令

、
.
な

ら

び

に 

当
時
の 

<
ィ

デ

ォ

ロ

1

ダ> 

と
0-
間
に
闘
わ
さ
れ
た
論
争
を
通
じ
て
跡
づ
け
、
 

彼
の
行
動
、
闘
争
ぐ
論
争
そ
め̂
め
を
、

マ
ル
ク
ス
が
生
き
且
つ
関
与
し
た
歴 

史
的
諸
事
件
、
諸
条
件
と
関
連
さ
せ
つ
つ
考
察
さ
せ
た
も
の
の
な
か
に
、
ル 

フ
：

H 
I

ヴ

ル

の

■
が
あ
る
。
双
が
ホ
書
の
な
か
で
意
囪
し
た
と
こ
ろ
の
も
の 

は
，、
必
ず
し
も
1-初
期
マ
ル
ク
ス1_
の
時
代
に
限
定
さ
れ
て
は
い
，な
い
が
、
著 

者
の
.問
題
意
識
は
そ
の
思
想
的.な
立
場
に
も
.か

か

わ

^

^

ま

こ

と

に

示

唆

に 

.
富
む
' 

ル
：フ
ェ
ー
ヴ
ル
が'、.：そ
の
著
.

「

力
ー
.ル
•
マ.
.ル
-ク
ス
の
思
想
を
認
識
'す 

る
た
め
に」

を
書
く
に
；あ
た
づ
て
狙
い
と
し
て
定
め
た
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
み 

る
と
、
.

：

' 

.

.

.

(a
)

マ
ル
ク
ス
の
思
想
と
そ
の.学
説
は
、
の
ち
に
次
第
に
深
く
み
て
い
く
よ 

う
に
、
複
雑
で
相
互
：に
連
関
し
た
側
面
に
非
常
に
富
ん
で
い
る
*
学
説
の
経
済 

学
的
、
哲
学
的
，
道
徳
的
、
政
治
的
な
側
面
を
そ
の
総
体
に
■お
い
て
猝
明
す
る

こ
と
。

(b
)

マ
ル
ク
ス
の
思
想
が
把
握
し
が
た
い
の
は
、
彼
が
、
自
己
.の
理
論
的
発 

見
を
、「

概
論」

の
か
た
ち
：で
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
。
マ
ル
■ク
ス
な
ら
び
に
工V 

‘ヶ
ル
ス
の
著
作
は
、
大
部
分
論
争
の
所
産
で
あ

り

、

彼
ら
の
思
想
そ
の
も
の 

は
、
イ
デ
ォ
ロ

ギ

ー
闘
争
、
政
治
闘
争
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
。
彼
ら
の
思
想
'. 

は
、-
た
え
ず
、
既
成
の
理
論
的
、
政
治
的
命
題
に
奶
レ
わ
、
明
確
に
さ
れ
て
い 

っ
た
の
で
あ
る
。

(c
)

.マ
ル
ク
ス
お
よ
びH

ン
ゲ
ル
ス
の
思
想
は
、
た
だ
た
ん
に
、
闘
争
し
行 

動
し
つ
つ
あ
る
思
想I

そ
し
.て
そ
の
闘
争
の
過
程
で
生
ま
れ
た
思
想

_

.
で 

ぁ
っ
た
.ば
か
り
で
な
く
、
！
^
剛
い
ツ
か
知
か
奶
勒
で
も
ぁ
っ
ぜ
。

こ
の
場
合
とく
に

注
目
す
べ
き
こ

と

は

、
初
期
の
重
要
な
労
作
、

一
八
四
四.. 

年

の「

経
済
学==

哲
学
手
稿」

、；「

ド
イ
ッ
•
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ーJ、

r

へ
ー
ゲ
ル
法 

哲
学
批
判」

な
ど
で
あ
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
が
資
本
論
の
な
か
で
樹
立
し
た
科
学 

的
社
会
主
義
に
到
達
す
る
た
め
の
方
法
論
上
の
武
器
を
、
こ
.れ
ら
の
一
連
の
哲 

学
的
経
済
学
的
な
著
作
を
つ
づ
け
る
こ
，

と
.を
通
じ
：て
把
握
した
と

い
ぅ
こ

と

を
.
 

ル
フH 

I
ヴ
ル
が：

強
く
強
調
し
て
い
る
の
は
正
し
い
。
従
づ
て
こ
の
点
か
ら
も 

マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
し
い
理
解
の
前
提
が
、

「

初
期
，マ
ル
ク
ス

」

の
研
究
に
あ 

る
こ

と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

•
: 

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
初
期
へ
マ
ル
ク
ス
に
か
ん
す
る
.最
近
の
研
究
と
し
て
よ
く
知 も

の
も
あ
り
、
ま
た
わ
が
国
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
研
究
と
し
て
は
、
杉
原
四 

郎

氏

の「

ミ
ル
.と
マ
ル
'ク
ス」

(

、
、
、
ネ

ルヴ
ァ
書
房)

が
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は 

.
い
ま
こ
.れ
ら
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
。

た
だ
ひ
と
つ
、
今
日
わ
れ
わ
れ
は
何
故
に
初
油
マ
ル
ク
ス
に
注
目
す
る
の 

か
、何
故
に
そ
れ
一
が.研
究
の
焦
点
と
な
る
の
か
、
そ
し
て
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ 

は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
こ
の
問
題
に
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
.な
い
か
、
お
よ
そ
こ 

う
し
た
問
題
を
た
え
ず
想
い
浮
か
べ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ 

る
。
,そ
の
場
合V

問
題
は
社
会
科
学
研
究
に
専
心
す
る
者
の
基
本
的
態
度
、
そ 

の
主
体
性
に
か
か
，わ
る
も
の
で
あ
る
。
㈠
革
命
的
共
産
主
義
者
と
な
る
ま
で
の 

,
人
間
形
成
に
お
け
る
苦
闘
と
思
想
的•変
革
の
過
程
^

—

初
期
マ
ル
ク
ス
の
時
期 

:

—

に
お
い
て
マ
ル
タ
ス
と
エゾ
ゲ
ル
ス
が
遭
遇
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
と
懊 

悩
を
、
彼
ら
が
い
，か
に
克
服
，し
た
か
、
こ
の
思
想
的
な
苦
悶
と
相
剋
は
青
年
時 

代
に
お
け
る
は
げ
し
い.超
人
的
な
勉
強
と
討
論
、
実
践
；へ
の
ひ
た
む
き
な
努
力 

と
熱
情
と
に
よ
づ
て
克
服
さ-^
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
思
索
上
実
践
と 

の
統
一
.'
へ
の
精
進
は
、il
実
に
L

か
か
を
研
究
し
、
実
践
に
ふ
み
き
れ
な
い 

ィ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
し
て
の
わ
れ.わ
れ
の
弱
さ
を
暴
露
し
、
そ
の
日
和
見
主 

義
を
鞭
う
つ
。㈡
つ
ぎ
に
重
要
な
こ
と
は
革̂
の
戦
術
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
 

す
な
わ
ち
.ー、八
.四
八
年
の
草
命0
前
夜
に
お
け
る.
.ョ
I 
ロ
.ッ
パ
.
が

直

面

し

つ

.
つ 

.

あ
'っ
.た
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
、
被
ら
が
い
か
に.冷
静
に
観
察
し
、
具
体
的
に
把 

握
し
：そ
し
て
そ
の•な
か
で
正
し
い
闘
い
の
す
す
め
方
を
研
究
し
て
.い
た
か
と
い

ら
れ
て
い
る
も
の
は.、

マ.
•ル
ク
ス
経
済
学
説
の
体
系
を
概
観
し
た
ロ
ー
ゼ
.ン
ベ

ル

ク

の「

初
拟
マ
.
ル
ク
ス
経
済
学

.

説
の
一.

形
成」

-.や
コ
ル 

一-

ユ
の.

を

は

じ

め

ぅ

点.

で
あ
る
％
す
な
：わ
ち
革
命
の
性
格
の
、規
定
が
実
に
正
し
か
っ
た
と
い
ぅ
一

」 

と
し
て
、
ハ
ロ

ル

ド

.
ラ

ス

キ

の「

共

産

党

宣
-=-

は

の

歴

史

的̂

g
」
：

や

ガ

ロ

と

、

ィ

ギ

リ

，
ス

-;
;

:

フ
ラ
シ
：
ろ
そ
し
て
ド
ィ
ッ
な
ど

.

の.

国

々

，
に

お

け

る

諸

条

件

の
 

1

ァ
ィ
の
：

「

科

学

的

世

含

義

の

フ

ラ

ン

爲
 

ち
•

が
い
の
，正
確
な
分
她
は
、
.公

式

的

な

匿

や

ド

^
^
^
^
^

'

初
期
.マ
ル
ク
ス
研
究'に
お
け
る
ひ
と
つ
の
問
題.
.
. 

. 

：

.

'

.

'

■

.

」

ヽ
三
':
5

七
1
'.
.



わ
め
て
有
効
な
武
器
で
あ
り
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
を
き
び
し
く
戒
め
る
も
の
が 

あ
る
*
: 

■

そ
し
て
最
後
に
、

マ
ル
ク
ス
と.'エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
そ
の
青
年
時
代
を
過
し
た
：一
. 

八
四
八
年
.の
革
命
を
中
心
と
す
る
時
期
と
現
代
と
の
比
較
が
改
め
て
問
題
と
：さ

.
 

れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

、

 

•
•

一
ソ
速
邦
共
産
党
第
二
土
回
大
会
に
上
程.さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
共
.産
党
新
綱
領 

:

の
前
文
に
は
、'-
つ
ぎ
：
の

ょ
;5
に
#

か
，れ

て

い

る

。
.
.
.
.
：

■ 

へ

■-
.
,

:「

百
年
以
上
も
前
に/『

共

産

党

宣

言

』

の

中

に

お

い

て

、
.
•
フ
ロ 

.
レ
.タ

リ

ァ

.丨 

ト

の

.教

師

力

..I

.
ル

•
マ

ル

ク

ス
と
'フ

リ
I

ド

リ

.
ッ
■ヒ
.V

エ
‘
シ.ゲ

ル

ス.■
は

、

『

.
幻

影』

.
が
ョ
‘丨

ロ

ッ

。
ハ
.
を

さ

迷

っ

て

い

る

I

そ
れ
ば
共
産
主
義
め
亡.霊
で
.あ_

:

る

と

の

ベ
て
.い

る

。
.全

国

の

プ

ロ

ピ

タ
.リ

ブ

の

勇

敢

か

つ

献

身

的

な&5
い

.
 

.
は
，
入
類
を
し

て

共

産

主

義

の

方

向

に

ょ

り

近
づ
け
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
当 

初
は
数
亩
で
あ
？
た
が
，
そ
の
後
は
数
千
、
,.
'
数
百
万
の
コ
へ
ミ
ュ
ニ
ズ

ム
：：

.の

.理
'■
'
 

'V.

想
に
鼓
舞
さ
れ
た
人
々
が古
い
m

^
に

*

ち

向

っ

て
突
撃
を
開
始
し
た' 
パ

一
 

f

リ

.:
コ

ン

ミ

.ユ

丨
'/
、

十

月

革

命

、

中

国

そ

^ ，
他

ョ

！ 
ロ
ッ
；パ
お
ょ
び
ア
ジ 

ァ
の
' 一
連
..の
国
.々
に
お
け
る
社
会
主
義
革
命
と
そ
は
、
共
產
主
義
の
勝
利
を
ノ

+

ン
め
ざ
す
世
界
労
働
者
階
撒
の
英
雄
的
闕
争
の
'重
要
な
歴
史
的
道
標
で
あ
る。_

:
想
ぅ
に
今
日
ま
でに
.
お

い

ては
、
一
国
民
の
幸
福
を
め
ざ
す
闘
士
た
ち
の
血
：に.
 

\

ま
.み
れ
た
巨
大
な
道
標
と.輝
か
し
い
勝
利
と1
:時
的
敗
.北
を
経
て
き
た
道
標- 

於
踏
破
さ
れ
て
き
た
が
、
か
つ
て
は
箪
な
.る
幻
影
.と
し
，
か
：
み

ら

れ

な

和

0 '

b .

S

 
に
が 

i
°'
T>
ll
]
>Ib
'

^
'o
'
f
^
^
:
s
<
i
k
h
>
&
f
*
s
.
.
s 

b 

知
る
。

」

ベ
傍
点
は
訳
文

.

太
字)

.'
,
'

■ 

_ 

バ
•

,

V
.

:

六

四(

ニ
七
二)

:'
'
.百
年
前
の
：幻
影
が
：偉
大
な
歴
史
的
現
実
と
な
り
、

-
世

界

.の

趨

勢

を

大

き

く

動 

か
：し
づ
つ
あ
る
こ
と
を
今
日
何
人
も
疑
う
者
は
；い
な
い
が
、
し
か
し

•問
題
は
、
 

.百
数
十
年
前
の
：1
<四
<
年
革
命
の
前
夜
に.お
い
.て
、

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル 

,ス
が
.予
測
し
つ
づ
.あ
0.
た
社
会
主
義
革
命.へ
；の
展
望
、
そ
し
て
そ
の
途
上
に
横 

.た

.わ
る
.さ
ま
ざ
ま
.

の
障
碍
や
矛
盾
、
こ
れ
ら
が
百
年
後
の
今
日
、
ど
の
よ
う
.

な 

形
で
；解
決
さ
れ
も
し
く
は
課
題
と
じ
て
残
さ
れ
て
い

る

か

と

い

う

点

で
あ
ろ 

デ
。'世
界
史
的
な
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
1
A四
八
年
革
命
の
前
夜
に
お
い
：て
、
 

マ
ル
ク
ス
とエ：；v

V

ル
：ス
が
対
決
し
、
あ
る
.い
は
そ
の
解
決
を
課
題
と
し
た
さ 

ま
ざ
ま
な
問
題
は
、.共
産
主
義
体
制
、が
世
界
全
人ロ
の

過
半
を
包
括
し
、
そ
の 

商
積
は
五
分
の11

に
達
す
る
今
日
に
おい
て

も

、
.依
然
と
し
て
根
強
い
も
の
が 

.あ
り
、
帝
国
主
義
が
体
制
的
な
危
機
に
頻
す
る
に
応
じ
て
鋭
く
あ
ら
わ
れ
ざ
る 

を
え
な
い
と
い1
客
観
的
事
実
で
あ
る。
：

'
”

.よ
り
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、
ョ
ー
ロ
ッ
'パ
資
本
主
義
発
展
史
上
に
お
い
て
、
 

1

/\
四
八
年
と
い
う
年
の
し
め
る
重
要
性

——

産
業
資
本
の
確
*
と
こ
れ
に
と 

:も
な
：う
プ
ロ
レ
：タ
リ
ァ'

—

ト
の
階
級
的
成
立
、
そ
し
て
派
生
的
な
問
題
と
し
て 

.の
中
産
階
級
.や
独
立
小
生
産
者
層
の
.没
落
と
い
う
い
ち
.じ

る
し
い
現
象
に
よっ 

て
特
徵
づ
け
ら
れ
るi

で
あ
る
。
前
衛
と
：し
て
の
共
産
党
の
.登
場
を
つ
げ
知 

ら
せ
た
共
産
党
宣
言
の.出
現
は
、
産
業
資
本
の
確
立
、
従
っ
て
近
代
的
プ
ロ

レ 

.タ

リ

：
ァ

ー

ト

の

成

熟

：、

労

働

組

合

の

逞

：し

い

戒

長

そ

し

：
て

社

会

主

義

運

動

の

発 

展
に
照
応
す
る
も
の
で
あ.っ
た
が
、
そ
こ
に
は.ま

た
"宣
言
"
が
も
っ
と
も
鮮 

明
に
提
起
し
て
い
る
ル
う
に
、
、
フ
ル
ジ

.ョ

ア

ジ
I

と
.プ
ロ

レ
タ

リ

ァ
I
ト

と

の 

間

の

'
階

級

闘

争

と

い

う

も

っ

と

も
基
本
的
^
矛
盾
の
ほ
か
に
、
ブ
ルジ
ョ

ア

ジ
. 

丨
も
し
く
は
小
ブ

ル

、
ジ

ョ
ア

ジ
1

の
社
会
主
義
的
運
動
に
お
け
る
関
係
に
お
い

<
,

生

み

出

さ

れ

る

反

動

的

社

会

主

義

と

し

て

の

.

「

小

ブ
hル

ジ
'3K

.

社

会

主

義J

，: 

「

封

建

的

社

会

主

義

、.
.保

守

的

社

会

：主

義

ま

た

；は

ズ

ル

ジ
_

ァ

社

会

主

義

、：

批 

判

的=

空

想

的

社

会

主

義」

な

ど

の

諸

流

派

が

混

然

と

し

て

労

働

者

階

級

の

連
 

.

動

に

影
#

を

あ

た

え

て

い

た

。；.マ
'
:ル

ク

ス

と

：

H
;

ン
：

V

ル
ス
.の

努

力

は

何

よ

り

も 

こ

れ

ら

の

社

会

主

義

の

階

級

的

茶

礎

を

明

ら

が

に

し

、

こ

れ

ら

.を
^

判

克
1
す 

る

こ

と

に

注

が

れ

た

の

で

あ

つ

て

，

こ

れ

こ

そ

初

期

マ

ル

タ

ス

に

お

げ

る

も

.
つ 

と
：も

重

要

な

課

題

：を

形

成

し

て

い
.た

。.，
だ

と

す

れ

ば

：わ

れ

わ

れ

が

初

期

マ

ル

ク
.
 

ス

を

学

ぶ

こ

ど
.に

よ

つ
.て

得

ら

れ

る

思

想

は

，
：

v

現

在

の

時

点

に

お

い

て

労

働

者

プ 

階

級

の

- ^
動

に

さ

ま

ざ

ま

な

影

響

や

陰

影

ダ

投

じ

^

つ

あ

る

も

ろ

も

ろ

の

イ

デ 

才
.口
；
ギ
1,
0.
役

割

を

正

し

く

評

価

す

るt

と

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

マ
ル
ダ 

ス

と

エ

ン

ゲ

ル

ス

の.著

作

を

熟

読

ず

る

な

ら

ば

、

真

正

社

会

主

義

に

た

：い

し

て

.

,試
み
ら
れ
た
徹
底
的
な
批
判
は、
.
一
八
四
八
年
の
ブル
ジ
ョ
ア
革

命

以

前
の
反 

.動
的
.
.小
生
産
者
.

V

デ
才
ロ

ギ
I

に
た
い
し
て
.
一
....；
般

に

む

け

ら

M

れ
.た
も
.の
で
■あ
■ 

つ
：た
が
、
そ
れ
は
同
時
に.現
在
の
わ
れ
わ
れ
を.ど
り
ま
く
、
そ
し
て
と
も
す
れ 

ば
わ
れ
.わ
れ
を
汚
染
し
よ
う
と
す
る
小
市
民
的

> 
日
和
見
主
義
に
も
つ
と%
よ
. 

く
妥
当
す
る
こ
と
，を
認
識
す
る
必
要
が
：あ
ろ
ヶ
。
'
:
.
:
ノ
.

.
そ
し
て
い
ま
ひ
と
つ
、.
}八
四
八
年
.の
革
命
前
後
に
お
け
る
鼠
要
な
問
題
と.
 

し
て
は
、.
.
民

主

主

義

：

跖

族

主

義

そ

.
し

で

社

会

主
«1
の
問
題
が
あ
る
。
し
ば
し 

ば
指
摘
さ
れる

.}
:
.う
に
，
-.
，
.
.一
八
四
八
年

前
後
の
イ

ギ

リ

ス

、'
7.
ラ

ン

ス

お

よ

び 

ド

イ

ッ

を
中
心
と
す
る
ョ
ー
ロッ
バ
.
は
、
資
本
主
義
発
展
の
上
で
、
い
ち
じ
る 

,
'し
い
'不
均

等

現
象
が
■•目
立
ち
、
従
つ
てイ
ギ

.リ

ス

の

よ

う

に産

業

資

本

'
の

基

礎 

を
確
立
し
、
.
近
代
的
労
働
者
階
級
の
階
級
的
成
ふ
熟
の
結
果
と
し
て

労

働

如 

動
と
革
命
的
政
治
連
敷
ど
：し
て
の
チ

ヤ

ー
1
7"
-
イ

ス
+

運
動
が
展
開
き
れ
、

.初

期

マ
.ル
.ク
.ス
.研

究

に

ぉ

け

る

ひ

と

っ

の

問

題'

ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
成
果
を
布
石
と.し.て
、，、
社
会
主
義
苹
命
.へ
の
展
望
が 

.描
か
れ
.つ
.つ
^
っ.た
；国
と
、
ド
ィ
ッ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
封
建
的
な
生
産
諸 

関
係
が
根
^

^
残
存
じ
、
小
国
分
立
：と
い
う
絶
対
主
義
的
残
棒
に
よ
っ
て
統

V 

が
な
国
|̂
'
.市
塚
の
..形
.成
.も
わ
ず
か
に
関
税
同
盟
と
い.
う

き

わ

め

.
て

不

充

分

な 

形

で

し

_
か

進

ん

で

：
い
.

な
い
国
.と
で
；'ゆ

、

」

,'

来
る
ベ
.き
革
命
の
性
格
に
つ
い.て
9-
評 

価
、'
:そ
.の
'革
命
を
！

5

導

ず

る

：
敗

級

の

#
!

体
的
な
力
の
問
題
が
ど
で'

超

え

：が

た 

い
懸
隔
が
：あ
、0た
：こ
と
は
否
定
：で
ぎ
な
い
。
い
わ
ん
や
ド
ィ
ッ
よ
り
も
は
る
か
：
 

に
ぉ
く
れ
た
ィタ
リ
ア
、
：
ロ
シ
ア

そ
し
て
ポ

1

ラ
ン
ド
の
よ
う
な
国
々
に
お
い 

て
は
、
反
動
的
な
絶
対
主
義
に
た
：い
す
る
は
げ
し
い
闘
い
、
民
族
：の

.独
：立
わ
統 

一
と
を
求
め.る
民
主
>
民
族
主
義
の
闘
い
が
、：
社
会
主
義
よ
り
も
む
し
ろ
緊
急 

な

課

題

と

し

：
て

急

進

的

:^
如
識
人
、
階
級
的
に
目̂
め
た
労
働
者
、
そ
し
て
一 

部
の
革
命
的
な
小
生
座
者
を

6

き
.
つ
：
け

つ

つ

あ

っ

た

と

：
い
：
う

の

が

現

実

で

.あ

っ

.
す
な
わ
ち
.マ
ル
ク
ス
'と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
一
八
四
八
年
单
命
を
前
に
し
て
、
は 

か
ら
ず
も
臨
ま
ざ
る
を
：え
な
か
っ.た
も
の
は
、::資
本
主
義
発
展
の
不
均
等
の
結 

果
と
し
て
の
革
命
的
な
諸
条
件
の
各
国
に
お
け
る
い
ち
じ
る
ル
い
差
異
と
い
う 

歴
史
的
現
実
の
深
淵
で
，あ
り
、
し
か
も
そ
の
：よ
う
な
諸
条
件
の

'な
か
.で
、
来
る 

べ
き
革
命
を
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
革
命
と
規
定
し
、：
3
.
1 ロ
ッ
パ
に
お
け
る
封
建
的• 

絶
対
主
義
勢
力
、

X

そ
の
支
桂
も
し
て
の
ユ
ン
ヵ
！
ぉ
ょf

ァ
-
リ
K

A) 

'
の
打 

倒

令

実

現

寸

る

こ

と

を

第

；
一
.

段
階
と
し
て
、
こ
れ
を
通
じ
て
つ
ぎ
に
来
ら
ん
.と 

す
る
支
.
配

階

級

と

し

て

の

ブ

ル

：.
ジ

ョ

ア

'^

卜
に
た
い
す
：る
プ.口
レ
タ

リ
ァ
ー
ト 

の
岡
争
め
諸
条
像
七
く
ヴ
出
さ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

5
に
、

一
 

ル
.

八
四
八
年
の
革̂

略
だ
や
す
.る
評
価
は
、；
ブ
ル
；.ジ
ョ
ァ
革
命
の
急
速
な
実
現
こ

，
へ

六
.五

.

(

1
1七
3)

.



そ
ソ
P
レ
タ
リ
ア
革
命
の
勝
利
の
た
め
の
条
件
を
つ
く
り
出
す
と
い
ぅ
こ
と

.で

の

！

Hi

大
な
流
れ
が
.い
ま
も
な
お
大
き
な
問
題
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
世
界
を
防
か
：
 

ぁ
-っ
て
.
'
.従.っ
て
：̂
叩
的
な
運
動
の
当
面
の
目
標
は
、
.：.来
る
ベ
.き
.ブ
，ル
ジ
__ョ
；ア
し
ノ
っ
マ̂
ぁ
る
こ〔

と
ば
何
人
も
認.め
ざ
る
を
え
な
い
。'.
だ

と

す

れ

ば

、

，
わ

れ

わ

れ

. 

承
命
を
で
き
る
だ
け
徹
底
的
に
お
し
す
す
め
る
こ
と
に
お
か
れ
た
の
は

^
然

で

の

「

初
肌
マ
ル
ク
ス
研
究

」

へ
の
志
向
ぼ
、
純
粋
に
知
的
な
：理
論
的
な
ィ
ン
タ

*
.'.
:
, 

.
レ
■
ス

ト

と

同

時

に

そ

の

背

後

に

-'
歴
史
に
た
い
す
る
省
察
と
耻
界
.の
き
び
し
い 

:翻
次
四
八
年
以
前
の_マ
.'
..;
ル
；
ク

大

と

エ

.ン
ダ 

：
現

実

.に

た

い

：
す

る

深

刻

な

認

識

な

<

し
.て
.は
、:'
'全
'̂
;
観
念
的
遊
戯
に
:お
ち
い
る 

状
勢
を
無
視
;1
;
た
真
疋
祖
会
主
義
考
の
絶
対
虫
義
勢
カ
ぢ
の
妥
協
、

:-
ぁ

る
ぃ
ゅ
ほ

か

は

な

い

。

.
卜

-
.
'

'
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
丨
の
果
す
進
渉
的
役
割
を
全
く
否
定
し
て
■ア
ナ
ー
キ
.ズ
A:
に
考 

:

る
と
い
う
態
度
，
そ
の
小
ブ
ル
ジ
与
ア
的
世
界
観
に
た
い
し
て
、
き
び
し
ぃ
批 

判
と
政
擊
と
を.加
え
た
.の
は
革
命
的
状
勢
を
法
則
的
に■把
握
し
：た
結
果
に
ほ
が 

な
ら
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
：
初
期
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
が
現
在
.の
わ
れ
わ
れ
に
訓
え
る 

上
.こ
ろ
は
、
き
わ
め
て
深
く
且
づ
多
岐
に
わ
た
る
の
で
あ
る
が
>
再
び
強
調
す 

る
な
ら
ば
、
も
っ
と
も
重
要.な
問
題
と
し
て
、
民
主
主
義
、.
社
会
主
義
そ
し
て 

民
族
主
義
相
互
の
関
係
が
あ
げ
ら
れ
ね
ば'な
ら
な
い
。
：
当
時
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に 

お
け
る
資
本
主
義
発
展
の
不
均
等
と
い
う
歴
史
的
現
実
と
、.
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主 

主
義
苹
命
の
切
迫
と
い
う
事
態
の
交
錯
を
時
代
的
背
景
と
す
る
々
ル
タ
ス
主
義 

形
成
期
に
お
い
て
、
彼
ら
.が
い
か
に
し
て
こ
の
問
題
を
提
起
し
そ
し
て
解
爽
し 

て
い
っ
た
か
。
か
つ
て
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
い
う
思
想
と
実
践
に
お
け 

る
一
一
人
の
偉
人
が
百
数
十
年
前
に
深
刻
に
悩
み
且
つ
考
え
た

.問
題
は
、
現
在
の 

わ
れ
わ
れ
の
世
界
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
解
決
し
つ
ぐ
さ
れ
た
と
は
い
え
な 

い
。
い
な
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
現
代
の
世
界
は
ま
さ
に
、
興
な
れ
る
姿
に
お
い
て 

で
は
あ
れ
、
こ
の
問
題
が
拡
大
さ
れ
た
形
に
お
い
て
現
わ
れ
つ
：つ
あ
る
で
は
な 

い
か
。
.社
会
主
義
革
命
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
民
主
主
義
革
命
そ
レ
て
民
族
主
義
革
命 (
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案.

(

.経

済

氤

論

九

月

号

別

冊

附

録

三.見
。)

.

.

■

‘

.
'

パ

.’
 

» 

•

.

.

..■
■
'. 

V 
•
 

.
7

.

• 

;
.
.■■.
.
.
-
;
. 

.

.

.

:■
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■:■>
-
-
 

.■(
:-
■ 
.

■:
.‘

一：
.

一
.
-

、

.

.

,

.: 
-

.卜.

'

■

'

.
 

ノ|

..
ン

■

.

ベ.
：
.'
.
.
'
.
.

:

.

へ
ル
，ヴ

ィ
'>
:ヒ
：.
，'フ

〒

ル

：ダ
I

の

「

一
A

四

八

年

：の

革

命

以

前

の

マ

ル

グ

ぇ 

お
よ
び
工
.ン
ゲル
ス
1_
-

(

«
肖
ミ
釺 F

o:rder; 

M
a
r
x

 und) 

E
nWJ
'
e
l
s 

a
m

 v
l
b
e
n
d

 

d
e
r

fcevolution—
Die. Ausarbeitung. 

.der 

politischen ■ Richtlinien.

. 

..fiir 

die

初
期
マ
.ル
ク
ス
研
究
に
：お

け

る

ひ

と

つ

の

.問
題

d
e
u
t
s
c
h
e
n

 

JK
O

m
m

u

-g.sten. ..(1846—
1
8
4
8
)
，
1
9
6
0
.〉

は
、
ベ

ル

リ

ン
o.
ド

.'
イ

ツ

科
 

学

ァ

ヵ
\テ

ミ

ー

の.一
.般

史

研

究
叢

書
第

七

卷
■ (D

e
u
t
s
c
h
e

 

A
k
a
d
e
m
i
e

 

d
e
r

 

w
i
s
-

 

I
s
c
h
a
f
t
e
n

 

z
u
r

 

werlin, 

S
c
h
r
i
f
t
e
n

 

d
e
s

 

Jnstituts 

f
O
r

 
G
eschichte, 

R
e
i
h
e

 

I; 

.
A
l
l
g
l
e
i
n
e

 

u
n
d

 

D
e
u
t
s
c
h
e
.
.
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
'
B
a
n
d

 

7.).

.と

し
.て

公

刊

さ

れ
.た

も

.の 

で

あ

る

。
、
著

者

の

：，

X

ま
^ ;が

き
..,：：

に

ょ

れ

ば

、
こ

の

労

作

は

，

一

九

五

七

年

秋

：、 

著

者

が

フ

シ

ボ

ル

ト

大

学

哲

学

称

に

た

い

し

て
7
博

士

請

求

論

文

と

し

て

提

出
 

し

た

も

の

で

あ

る

と

い'わ

れ

る
。

'

.

,

.筆
者
は
.先
頃
、
ド
ィ
ッ
の
社
会
連
動
史
や
社
会
思
想
史
の
研
究
を
は
じ
め

.

て

，

と

べ

に

ド

イ

ツ

民

主

共

和

国

の

研

究

動

向
.に

注

目

す

る

者

の

.ひ

と

り

で

あ

-

る
：
が

、
：
そ
：‘
の

労

作

の

お

び

た

だ

：
し

：
い

出

版

に

も

が

か

わ

：
ら

ず

、
：
そ

の

内

容

は

こ

れ
に
と

も

な
.わ
ず
、
と

も

す

る

と
イ

デ
才

ロ
ギ
ー
的
な
評
価
：に
ょ
っ
て
歴
史
的

な
客
観
性
が
：お
き
か
え
ら
れ
、：
公
式
的
'
.ド
グ
.マ
的
な
断
定
.が
横
行
し
つ
つ
あ

(

1

)

る
現
状
に
つ
，
い
.て
批
判
的
.な
態
度
を
持
し
で.き
た
。
こ
ぅ
し
た
な
か
に
あ0 

て
，
も
ち
ろ
ん
■
す

ぐ

れ

た

.
労

作

も

稀
で
は
な
い
が
、い
ま

こ

こ
に
紹
介
を
試
み 

る
フ
ェ
ル
ダ
ー
の
箸
作
は、
' き
.わ
めV

実
証
を
重
ん
じ
，
極
端
に
党
派
的
な
イ 

'デ
.才
ロ
ギ
ー
的
な
態
度
に
た
.ぃ
す
る
抵
判
的
精
神
に
ょ
つ
て
貫
か
れ
て

い

る

と

本

書

は：> 
.つ
ぎ
の
：
よ

ぅ

な

内

容

：
か
：

^ '

成

っ

て

い

：
る

"

.第
ー
ー
章
-序
論
。
-'
::
。

.

第
S

早V

前

提

。

 

.

■

第
三
章
,'
-
ブ
：リ
i 5v

セ
；ル
に
お
け
杏
共
産
主
義
通
信
委
員
会
の
：建
設
と
労
働 

者
階
級
.
の
：
政

治

の

問

題

^

つ
：
い

て

の

最

初

の

分

析

(

一
八
四
六
年)

。 

第

四

章

j

八
四
六
年
か
ら
一' 
八
四
七
年
へ
の
移
行
と
発
端
。

:
 

.

':
■

、
六

七

：

'm
:

七

五)

、



第

五

章一

八
四
七
年
の
夏
お
よ
び
秋
の
政
治
論
的
な
関

係

に

、
お

い

て

、

ド 

ィ
ツ
に
お
け
る
来
る
べ
き
革
命
の
政
治
上
の
諸
問
題
。

.

. 

'
ぺ
第
六
章
^:
產
党
宣
言
,
：
へ

.で
：
：
.>
'
■:
■

V 
'
.
.
'

へ.
'
.
，

'
:
；
.

著

者

が

序

文

の

な

か

.
で

の

べ

_て

い
.る

つ

ぎ

_の

よ

う
な
文

章

は

、1
本

書

の

狙

い

： 

が
ど

こ

に

あ
る
か
、
し

か

も

著
者
が
い
か
な
る視
点

か

ら

こ

の

問

題

に

接

近

し 

よ

う

と
1レ

た

ヵ

を

示

す

も

の.で

あ

る

。

:

-»
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
：の
睹
期
と
こ
れ
と
結
び
つ
い
て
市
民
的

.'
民
主
的
.
'
; 

自
由
と
権
利
ど
を
絶
滅
し
よ
う
と
す
る
帝
国
主
義
的
ブ
ル
.ジ
ョ
ア
ジ
I
の
努
ガ
'■ 

は
、
.あ
ら
ゆ
る
賢
求
主
義
諸
国
に■.お
け
る
こ
.の
よ
う
な
自
由
と
権
利
.の
た
め
の 

労
働
者
階
.
の
闞
争
に
、；
'
あ
ら
：た
^:
て
：異
常
な
^.
'
要
性
を
あ
た
え
た
。
さ
ら
に 

そ
の
上
に
’(

植
屑
地
な
^:
び
に
従
属
諸
興
激
の
，
^

^
闘
争
も
ま
た
^

_
そ
と
で」 

は
民
族
ブ
ル
ジョ
ア
ジー

が
3
だ
'?
1
歩
的
搜
'
|
|を
果
|す
こ
：と
が
で
き
る
の
だ
が 

—

マ
ル
ク
ス

と

エ
ン
ゲ
ル
.，ス
が
ニ
八
四
八
年
に
従
ゲ
た
戦
術
お
よ
び
故
略
を 

.1!

顧
せ
し
め
提
起
す
る
一
連
め
諸
問
題
を
日
程
に
の
也
た
の
で
あ
る

。」

;.

と

こ

に

は

筆

者

が

さ

き

夂

強;|
1
し

た

よ
^5
に
、

.民
主
主
義
と& '
会
主
義
そ
し' - 

て
民
族
注
義
をめ
々

る

闘

い

が

、
，.帝
国
主
廣
諸
国
、.社
会
主
義
諸
国
そ
し
で.被
. 

由
迫
民
族
主
義
諸
国
相
互
の
深
刻
た
対
立
办
反
映
と
し
亡
あ
ら
ら
れ
て
い
名
ど 

I'
う

現
実
と
一
致

し

て

い

る

こ
と

を
物

語

っ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

マ

ル

：
ク
ス
お

.
 

よ

び

土

ン

ゲ

ル

ス

が.
|
.
<四
_八

年

の

革

命

を

前

に

し

て

提

起

し

た

據

刻

な

問

題
：■
 

は

-'
'
>
:著
|

の

い

う

よ

う

に

、：

今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
実
践
的
な意
因

に

た

ハ

し

て

へ 

教

訓

的

な

役

割

を

果

す

こ

と

に

な

る

で
.あ

ろ

う
。
：''
:

.

周
知
の
よ
う
に
、

マ;ル
：
ク
，
ス

主

義

体

系

に

接

近

し

よ

う

と

す

れ

ば
、
..そ

^
太 

あ
た
か
も
蛾
々
と
し
て
聳
立
す
る
高
峰
の
如
く
容
易
に
'近
づ
ぎ
難
い
印
象
を
あ

.

.六
<

'(

ニ
.七
.六)

.

' 

;
.

 

た
え
る
*
だ
が
も
し
初
期
マ
ル
ク
ス
に
問
題
を
限
定
す
る
な
ら
ば
、
㈠

ー
八
四 

0
年

，，エ
V

ゲ

ル

ろ

の

：
国

民

経

済

学

批

判

大

綱

に

.
は
じ

.
ま

る

古

典

派

経

済

学

の 

批
£

兄
服
.へ
の
方
拘
、:'
:
;
0へ
ー
iヶ
ル
の
観
念
弁
証
法
を
超
£
、

： 

7
ォ
ィ
エ
ル
バ 

ッ
ハ
.の
唯
物
論
の
洗
礼
を:'
5
け
，つ
つ
、
史
的
唯
物
論
を
体
系
づ
け
る
と
い
ぅ
哲 

学
的
方
向
、
そ
し
て
最
後
に.、
㈢
ユ
ン
グ
• 

■
へ
I
ゲ
リ
ァ
シ
か
ら
革
命
的
民
主 

主
義
：そ
し
：ズ
最
後'に
革
命
的
唐
主
義
に
至
る
職
業
的
な
革
命
家
へ
の
途
，
お 

よ
そ
以
上
の
三
つ
の
侧
面
か

：

ら
、
こ
れ

ら

を

相

互

に

有

機

的

：
に

関

速

せ

し

め

て 

:

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

.
フ
エ
' 
ル
.ダ

ー

の

業

績

は

、

主

と

し

て

第

三

の

視

点

：に

焦

点

を

^

わ

せ

：
な

が
 

ら
’

ー
：八

四

八

年

の「

ブ
，.ル

ジ」

ョ

ァ

革

命

前

夜

ね

お

い

：
て

’ 

_v>
か
：に

正

確

に

マ

ル 

ク

ス

と

エ

ン

ゲ

ル

ス

が、

'K
ィ

ッ
.の

状

勢

を

把

握

し

て

い

た'か

、

そ

し

て

革

命 

の

性

格

と

そ

の

.
諸

条

件

^-
科

学

的

な

検

討

を

；怠

っ

'た

小

プ

ル

ジ

..：ョ

.
ァ

的
.
•
反

動 

.V
的

な

思

想

を

：攻

撃

す

る

と

七

も

に

、
1
そ

れ

ら

が

生
'み

出

さ

れ

^

ド

ィ

ッ

的

基

盤 

を
.明

ら

か

に

し

よ

ぅ

と

し

た

か

を

彼

ら

の

実

践

的

，
革

命

的

行

動

に

わ

ぐ

し

て
 

追

求

す

る

力

作

で

あ

る

。

従

っ

て

そ

れ

は
，

：

1

る

ま

で

の

、
マ

ル

ク
.
ス
、

エ

ン

ゲ

ル

ス

の

革

命

家

と

し

て

の

成

長

過

程

を
、
.
空 

想
..的
社
会
主
義
：：,
空
想
的
、•
哲
学
的
社
会
主
義
の
.消
極
的
側
面
と
し

て

の
.真
正
. 

社
会
生
義
に̂

い

い

る

彼

の

：批

判

克

服

：
=
革

命

的

共

産

主

義
0
理

論

と

し

.て
の 

マ
.ル
^

;ス

主

義

の

樹

：
立

の

過

程

と

し

セ

把

握

し

、

と

く

.に

真

正

社

会

主

義

に

た

ト
す
る
織
-^
办
ィ
デ
.
オ

ロ

ギ

ー

闞

争

：を

高

く

評

価

し

て

'
い

る

.点

.
で

注

目

に

値

す

る 
o
.
-:

■■

■ 

.■:
:■
'

:
.

.
:■

マ
ル
：
ク

ス

と

エ
.
ン
.
ゲ

ル

ス

が

ウ

ヶ

ィ

ト

,»
;

ン

グ

の

空

想

的

社

会

主

義

と

ヵ

丨_
 

ル」

ダ
：リ
ュ
：i

ン
'等
の
真
正
社
会
主
義
に注
目

し

：
、
：
こ
れ

fc
た

い

す

る

，
攻

擊

の

火

ぶ

た

を

き

っ

：
た

の

は

、

つ

ぎ

：の

よ
'う

な

事

情

に

，よ

っ

て

い.た
：。

す
.な
：わ

ら

、.

エ
.

ン..V

ル
.■ス
*か
.

「

ド
.ィ
ッ
.農

民

戦

争」

'
:の

序

文」

に
.
.の

べ

て
.い

る

よ

う

，に
.、
.他

の
，
.
 

す

ベ
て

の

国々
と

向

じ'
よ

う

に 

'

『

革

命

的

：伝
統』

を

誇

る

こ

と

の

で

き

る

ド

ィ 

ッ
、
従

っ

て

、

来

る

べ

き.ブ

ル

ジ

；
ョ
；
ア

^ -
命

と

そ

れ
^

つ

づ

く

社

会

主

義

素
.
 

に

お

い

て

偉

大

な

役

割

を

果

す

能

カ

と

使

命

と

を

も

づ

ド

ィ

ッ

：

•
プ
ロ
レ
タ 

リ

ァー

ト

の

カ

を

、

正

し

ぐ

評

価

す

る.こ

と

が
'で

き

な

か
0
た

空
想
的
社
会
主
ン 

義
，そ
し

て

絶

対

主

義

封

建

勢

カ

：に

た

い

し

て

革

命

的

な

勢

カ

と

し

て

.登

爵

し
.
 

っ
っ
ぁ
っ

た

ブ

ル

ジ

ョ

ア

ジ

ー

に

た

い

し

て反
動
的
な
攻
撃
を
行
い
；
ブ

ル

ジ 

.ョ

ア

ジ

ー

革

命

の
意
義
：を
全
く
無

視

し

た

真
正
社
会
.主
義
こ

そ
.、

労

働

者

階

級
..
 

を

し

て

革

命

の

正

し

い

路

線

か

ら

逸

脱

せ

し

み

る

も

の

で

あ

る

と

い

う

認

識

で
 

あ

る

。

従

っ

て

本

稿

に

お

い

て

は

、

著

者

が

、

マ

ル

ク

ス

お

よ

び

エ

ン

ゲ

ル

ろ

：
 

の

真
正
社
室
義
を
中
心
と
す

る

空
想
的
反
動
最
.に

た
い
す
るM

借
な
ぎ
非 

難
と
克

服

と

を

、

初

期

：マ

ル

ク

ス

研

究

の

な

か

でど
の
よ

う

に

位
置
づ

け
て
い 

る

か

、

こ

の
点
に
焦
点
をし
ぼ

る

こ

と

に

し

よ

う

。

著
者
は
つ

ぎ

の

よ

う

な

一

般

的

な

前

提

の

上

に

立

っ

て

い

る

。
.
I
A四

八

年 

以

前

の

ド

ィ

ッ

に

お

いて
は

、

㈠

資

本

家

的

生

産

様

式

が

ど

ヽ

の

へ

程

度

発

達

し 

て

い

た

か—

ブ

ロ

レ

タ

リ

プ

ー

ト

の

階

級

的

未

诚

熟

。

；

0
:
.ー
.
八

四

八

年

の

ド
 

ィ

ッ

に

お

け

る

ブ

ル.ジ

ョ

ア

革

命

の

世

界

史

的

意

義I

一
 

.九

〇

五

年

の

ロ

シ

ア

と

ー

八

四

八

年

の

ド

ィ

ッ

：と

の

比

較-̂

-
ド

ィ

ッ
-O
労

働

者

階

級

は

、

革

命
.

の
指
導
を
ひ
き
う
け
る
の
に
は
あ.ま
り
に
も
弱
か
0
た
げ
れ
'ど
も
、
全
体
と
し 

.て

.0
民
主
的
運
動
の
な
か
で
も0
と
も
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
も
づ
と%-
'
前
進
的
な
前 

衛
の
役
割
を
ひ
ぎ
う
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
0
.た
--
0

す
な
わ
ぢ
基
本
的
に
は
ブ 

ル
ジ
.
.
ョ
，
ア

ジ

ー

と

敵

対

関

係

に

あ

り

な

が

ら

も

.、

::
,

封
建
的
：•
絶

対

主

義

勢

力

に
 

初
期
マ
ル
ク
ス
研
究̂
ぉ

け

る

：
ひ

と

，
っ

の

：
問

題

.

た
い
し
て
は
.、
,ブ
ル
ジ
;3
ア

ジ

ー

の

、
：
：
革

命

的

「
で

：は

な

い

；
が

_

由

主

義

的 

'
立 

憲

的

-

.(，，liberd 

und 

konstitutionello'

と
い
：
う
.
進

歩

的

側

面

を

評

肺

せ

ざ

る 

；

を
：
え

な

い

ブ

P

レ
、タ
ヴ
ナ.

丨
ト
。

：

㈢
政
治
：の
動
向
を
左
右
し
た
都
市
の
小
市
民 

階
級
、
起
は
：ん
な
ヰ
工
業
者
の
層
。
彼
ら
は
ツ
ン
フ
ト
的
な
強
制
か
ら
逃
れ
よ 

.う
、と
■努
^'
し

、
丨
そ
：
の

限

：り
.
に
.
お

^:
て
、
ぃ

一.

般

的

な

，ブ

ル

.
，
ジ
ン
ョ
ア
ジ
ー

の

反

対

運 

動
の
左
派
.を
形
成
し
て
い
た
。©
フ
テ
ン
ス
革
命
の
経
験
，.主
と
し
て
.家
内
労 

働
者
か
ら
な
る
小
さ
な
社.会
主
義
団
体「

正
義
者
同
盟」

.の

.フ
ラ
ン
ス
社
会
主. 

義
n
.四
季
協
会
と
の
結
び
つ
き
。
イ
ギ.リ
，

ス
：；

の

チ

ャ

ー

テ

ィ

ス

ト

運

動

の

.
影

響 

■:に
よ
.る
職
人
的
共
産
主
義'
.

(
H
a

.tJdwerker-KOInmunismus)；=

ゥ
ァ
イ
ト
リ
.ン
■ 

/

の
共
産
主
義
の
克
服
、
：㈤
ド
イ
ツ
に
お
け
る
空
想
的
社
会
主
義
の

一

一
つ
の
潮 

流
、S

フ
ラ

ン
ス
の
空
想
的
社
会
主
義
と
：共
産
主
義
の
：影
響
、
(P
)
ユ
ン
グ
.
へ 

丨
ゲ
リ
ア
ン
I

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ツ
ス
.の
唯
物
論
か
ら
空
想
的
社
会
主
義
へ
の 

転
化
、
：.し
か
し
ド
イ
ツ
の
空
想
的
社
会
主
義
に
は
、
.
偉
大
な
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
ー 

ト

ピ

ア

ン

の

独

創

性

が

欠

如

し

て

い

た

。

以

上

.
の

よ

う

な

一

八

四
八

年
以
前
の 

ト
イ
ツ
に
，：お
け
る
一
.般
的
前
提
の
上
に
立
づ
て
、
著
者
は

' 

■マ
ル
ク
ス
お
よ
び 

エ
'
ン

v

ル

ス

の

真

.正

社

会

主

義

の

否

定

を

通

じ

て

の

自

己

の

哲

学

の

体

系

匕

の 

過
程
を
説
明
し
：
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
階
級
的
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し 

て
：い
-る
。

:

'
.
.

:

資
本
主
義
的
発
展
のお
く

れ

た

ド

イ

ツ

に

お

い

て

は

：
、
，

す
で
に

み

た

よ

う

に
 

都
市
.に
お

け

る

中

小市
民
階
級
が
政
治
の
動
向
を
支
配
する
ほ
ど
根
強
'い
階

級
 

的
基
礎
を
保
:#

し
、.
し
...
か
.も
資
本
主
義
が
：次
第
に.発
展
^
て

ゆ

く

過

程

に

お

；
い 

て

没
落
を
余
儀
,^V

さ

れ

る•と
'す
れ
ば
、
そ
の
階
罾
0

イ
デ
，ォ
-
ロギ
ー
，は
、:

反
 

フ
■..ロ

レ
'タ
ヘ
リ
：
ア1

ト
'.
'
:,
_
.反

ブ
.
.ル
.ジ
.
3
ア

ジー

と

し
.，て
.特

徴づ
け

ら
i

る
。
..

.

.:

六

九
：
、

C

ニ
：七
七)

'
:



:
著
者
は
つ
ぎ
の
よ
：

atv

に
評
価
す
る
.。
■
真

：
正

社

会

主

義

者

は

':
'
。
.7
ロ
レ
'
:タ
.
リ
：、
ァ
. 

I

V
の
苹
命
的
な
力
を
評
価
せ
ず
に
す
で
に
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
た
ブ
ル
ジ

ョ 

:

ァ
的
な
権
利
と
自
由P
た
め
©
闘
い
|-
た
い
じ
て
反
動
的^.
態
度
を
.と
.る
。
へ
問 

.

題
は
、
；.こ
の
ダ
.
ル

ー

プ

が

、
.，
文

筆

上

の

..小
グ
.
ル

一

プ

で

あ

組

織

に

：欠

け

、 

労
働
者
階
級
と.の
結
び
つ
き
は
何
も
な•か
' っ
だ
に
も
か
か.わ
ら
ず
、
.
.
ハ
ー
八
四
.五V 

年
以
来「

正
義
者
同
盟j

に
い
ち
.じ
る
.し
.い
影
響
を
あ
た
え
、，
ロ
シ
ド
シ
で
は 

j
丨
ゲ
が
、
パ
リ
で
は
グ
リ
ュ
ン
が
影
響
ガ
を
も
っ
て
い
た
上
い
'う
こ
と
で 

知
る
。
 

.

一
.
.
八

四

六

年

の

は

じ

め

マ

ル
.ク

ス

と

エ

シ
.ゲ
ル
.ス
.は

、
.
ブ

リ

ュ
ッ
セ
ル
で

共
産
主
義
通
信
委
員
会

(Kolunistische Korrespondenz Komitee)

を
結
成 

し
，
こ
れ
に
よ
っ
て
空
想
的
社
会
主
義
に
た
い
す

る

果
敢
な
.チ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘 

争
を
お
こ
な
い
、
正
義
者
同
盟
の.中
央
執
行
部
に
，
科
学
的
社
会
主
義
の
基
本
的 

思
想
を
浸
透
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。
そ
こ.で
ド
イ
ッ
.
に

お

.け

る

社

会

主

義

思

想 

の
ニ
つ
の
流
れ
.と
し

て

の
.ゥ
ァ

イ

ト

リ
ン
グ
の
共
産
主
義
と
寘
正
社
会
主
義
と 

が
、
前
者
は
手
工
業
職
人
を
基
盤
と
し
、
後
者
ば
都
市
の
中
小
市
民
階
級
の
意

. 

識
を
反
映
する
も
の
と
し
て
根
強
い
影
響
力
を
も0
て
い
た
。
従
0:
,て
：ー
八
四'

*

五
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
で
の
.マ
ル

タ

ス
お
よ
.び
エ
.シ
ゲ
ル
ス
の
活
動
は
，

一
 

方
に
お
い
て
ゥ
ァ
イ
ト
リ
ン
グ
の
共
產
主
義
の
空
想
的
性
格
を
暴
露
す
る
と
同 

時
に
、
他
方
真
正
社
会
主
義
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
性
格
を
批
判
し
、
そ
れ
に
よ 

っ
て
正
義
者
同]}

a
を
科
学
的
社
会
主
義
の
拠
点
た
ら
し
め
る
こ

と

に
あ
っ

た

。 

.

.し
か
し
著
者
も
指-摘
し
て
い
.る
よ

う
，.に
、':
.マ
.ル
ク
..
.ス
と
.エ.ン
ゲ
，ル
.ス
の
'ゥ
ァ 

イ
ト
リ
ゾ
グ
お
よ
び
真
正
社
会
主
義
者
へ
の
徹
底
的
な
イ
デ
ォ
::
ロ
ギ
ー
闘
争 

は
、
そ
の
両
者
を
同

「

，の
次
元
に
お
い
，て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
つ
た
。
ウ
ア

. 

.七
〇

(

ニ
七
八)

：

イ
ト
リ
ン
グ
の
共
産
主
義
は
、
ブ
ラ
ン
キ
の
一
揆
主
義
よ
り
も
は
る
か
に
進
ん 

で

い

な

が

ら

、

し

か

も

そ

の

弱

点

：
は

、
，
社

会

の

法

則

的

発

展

に

：
た

い

す

る

認

識 

の
.欠
如
：
階
級
關
争.の
：理
解
が
完
全.に
欠
如
し
：て.い
；る
：も
つ
と
も
原
始
的
.
革 

命
的
な
働
く
大
衆
の
い':わ

ば

本

能

的

衝

動

に

基

礎

を

.お

い

て

い

る

と

い

ぅ

占

I,

で 

ぁ
っ
た
。
' と
；く
に
来
る
ベ
：き
ド
：イ
ツ
革
命
が
共
産
主
義
革
命
で
あ
る
こ
と
を
主 

張
し
た
。
ウ
ア
イ-ト
リ
ン
グ
の
見
解
に
た
い
し
て
は
、
か
つ
て
一
八
三
九
年
ブ 

ラ
ン
'キ
主
義
.の
影
#
の
も
と
に
な
さ
れ
た
蜂
起
の
失
敗
の
経
験
に
徴
し
て
、
啓 

蒙
と
平
和
的
な
宣
伝
に
そ
の
戦
術
を
転
換
し
た
シ
ャ
ツ
パ
.

—

も
反
対
し
、

マ
ル 

ク
ス
と
同
じ
く
ブ'ル
ジm

ア
ジ
ー
の
.役
割
の
重
視
を
強
調
し
、
I
。

.

■‘
ー
 

八
四
六
年
、
正
義
者
同
盟
内
部
に
お
い
て
、
革
命
に
つ
ぃ
て
の
マ
.ル
ク
ス 

と
エ
.
.ン
ゲ
ル
.ス
の
ゥア
イ

ト

リ

シ
グ
と
の
見
解
の
差
異
は.一：
層
ひ
.ど
く
な
り
、
 

'
つ
い
に
三
月
三
〇
日
プ
リ
ユ
ツ
セ
ル
の',
共
產
主
義
通
信
委
員
会
大
会
に
お
い 

て
、
ニ
つ
の
原
則
的
に
対
立
す
る
世
界
観
の
さ
け
が
た
い
闘
争
が
明
ら
か
に
な 

つ
た
。
こ
こ.で
マ
ル
ク
ス
と
エ
シ
ゲ
ル
ス
は
、
ゥ
ブ
イ
ト
リ
ン
グ
の
共
産
主
義 

革
命
の
可
能
.性
.に
た
いす

る
楽
観
的
考
え
方
.に
た
い
し
て
痛
打
を
あ
た
え
た
と 

い
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
ア
ン
ネ
ン'コ

.

フ

の

手

記

に

よ

つ

て

そ

.
の

模

様

が

紹

介

さ

れ 

.て
い
る
ボ
、
同
時
に
当
荷
や
は
り
正
義
者
同
盟
の
な
か
で
、
真
正
社
会
主
義
の 

代
表
的
存
在
で
あ
り
、■ゥ
ア
イ
ト
.リ
ン
ダ
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
つ
た
ク
リ
ー 

ゲ
に
た
：い
し
て
も
は.げ
し
.い
批
判
を
.試
み
た
。

.

. 

._

著
者
に
，よ
れ
ば
，..ク
リ
丨
'ゲ
は
*、
ド
イ
，ツ
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
尊
敬
を
ぅ 

け
、，
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
正
義
者
同
盟
.の
卓
越
し
た
代
表
者
で
,あ
つ 

た
:°
彼
ら
の
タ
リ
ー
ゲ.の
：批
判
を
通
じ
て
の
真
正
社
会
主
義
へ
の
攻
撃
は
、
労 

働
者
階
級
の
政
治
目
標.に
か
ん
す
る
基
本
的
な
思
想
を
明
ら
に
ず
■る
に
と
ど
ま

.

.

ら
ず
、
そ
の
小
市
民
的
似
而
非
社
会
主
義
的
®

に̂

た

い

：す

る
そ
の
関
係
を暴 

露

し

た

こ

と

で

あ
0
た

。

以

上

の

ょ

う

に

ーA

四

五

年

か

ら

四

六

年

に

が

け

て 

の

マ

ル

ク

ス

と

工

シ

ゲ

ル

ス

の活
動
を
観
察
す
る
な
ら
，ば
、
彼
ら
を.し
て

お

く 

れ

た

ド

イ

.ツ

の
経

済

的

社

会

的

状

態

.
か

ら

当

然

現

わ

れ

ざ
；る
を

え

な
か0

.

た
：諸 

思
想
へ

0
ド
ラ
'
ス

テ
ィ

ツ

ク

な
批
判
を
敢

行

せ

し

め

た

も

の

が

、ほ
か
な
ら
ぬ 

...マ

ル

ク

ス
主
義
の
合
理
的
科
学
的
批
判
精
神
で
あ
っ
た
こ
と
は
い

う

ま

で

も

な 

い
が

、
、
同

時

に

こ

れ

は

フ

ラ

ン

ス

の社
会
主
義
、:,
イ

ギ

リ

ス
' の
古
典
派
経
済
学 

と

な

ら

ん

で

、
，

マ

ル

ク

ス
主

義

..

の

三

つ

の

源

泉

，

三

つ

の

構

成

要

素

.
の
ひ
と
つ 

と

し

て

の

ド

イ

ツ

.
の

古
典
的
哲
学
に.た
；
い

す

る

闘

い

と
そ
の
克

服

、:
マ
ル
ク
ス
'
 

E

身
の
革
命
的
民
主
主
義
か
ら
革
命
的
共
産
主
義
ベ
' の
移

行

に

：
と0
て

絶

対

に

： 

必
要
な
過

程

で

あ

っ

た

。
一
す
な
わ
ち
.真

正社

盡

義
に

はv

ハ
I

ゲ
ル
：哲
学
^:
: 

き

わ

め

て

反

動

的

な

侧

而

と

し

て

の

プ
' ロ

イ

セ

ン

絶

対

生

義

の

理

想

化

の

残

棒 

が
：濃

厚

に

う

か

が

ラ&
と

が

で

き

た

か

ら

で

は'な

が

ろ

：う

か

。
：
ン

H

ン
ゲ
ル
ス
は
"イ
ギ
ゾ
ス
の
社.会
主
義
の
.新

聞『

ザ「*
.11.

ユ
ぺ
ー:>
モ
.ラ

ル

， 

ヮ

ー

ル

ド

ド

患

八

；
四

四

年

第

一

一

五

号

、
第

三

：
七

号

、
.

第
四
六
号
.
に

，

「

.ド
イ
ツ 

に
お
け
る
共
産
主
義
の..急
速
な
進
展
卜
と
い
，う
論
文
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の 

最

初

：
の

論

文

の

な

か

で

：つ
ぎ
の
：
ょ

う

に

の

ベ

て

い

る
。

'

.

.

:'
:
.

■「

ご
存
じ
：の
と
お
：上
、
：
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
の
：理
論
家
た
ち
は
、
：実
行
家
と
な
：
 

:
/
:り
つ
つ
あ
る
。/
ま
私
事
実
、
わ
れ
わ
れ
の
一
人
は、
.:
オ

ン
や
：フ
；丨
リ
ヱ 

な
.ど
の
計
画
を
参
考.に
し
て
、.
ま
た
ァ
メ
.リ
ヵ
.の
共
同
社
.会
.で
£
.ら
：れ
た
経 

.

.験
や
私
が
そ
の
繁
衆
を
ね
が
っ
て
い
る
ハI
モ
_ー
|
に
お
け
.る諸
君

自
身
の
•
. 

実
験
を
役
立
て
な
が
ら.、
.実
際
的
な
.共
同
社
会
©
組

織

計

画

と

.規

則

ど

を

作

，.
.成
す
る
た
'め
に
：招
聘
さ
れ
て
い
る
。-
の
計
画
：は
、
さ
ま
ざ
ま
の
場
所
で
討

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

初
期
マ
ル
ク
ス
研
究
に
ぉ
け
る
ひ
と
っ
の
：問
題

論
さ
れ
、
，修
正
を
く
わ
え
ら
れ
て
印
刷
さ
れ
る

で

あ

ろ

ぅ

。

ド

イ

ッ

社

会

主 

.

.
義

者

.，の

間

で

も

っ
.と
■も
活
動
的
な
文
筆
家
は
つ
ぎ
の
入
々
であ
る

。
在
パ
リ 

の
.力
I

ル

*

マ
ル
.ク

ス

博-±
、

ヶ

ル

ン

在

住

の

モ

ー

：ゼ
.
ス

•

へ

ス

博

士

、

在 

:
パ

リ
-の

カ

;!
“

.パ

ゾ

リ

ユ

ン

博

士

、

在

：パ

ル

メ

ン

の

フ

リ

—

ド

リ

ヒ•

エ
ン 

.
V

ル
.
.ス
、

7

ゥ
，H
i

ス
':

ト
.フ
，
ァ

ト

レ

シ

の

レ

I

ダ

市

の

才ツ
ト
ー
•

リ

ユー

一
一
ン 

.
'グ.
博

士

，,.
ヶ
-
ル

ン

の

へ

：

ル

^
ン

,
ピ

.
ェ
ー
ッ

ト

マ

：
；
ン
：
.博

士

そ
の
他
数
人
で
あ 

.
る
'
.
'
'
.

こ

れ

ら

の

人

々
'
:
:
の
.、
ほ

か̂

、.：.亡

命

す

る

す

べ

，
て

.の
へ..ド
：イ

ッ

詩

入
'の

ぅ

ち
.
 

で

も

っ

と

も
傑
出
し
た
ハ

イ

ン

リ

ッ

ヒ

：

ハ

イ

ネ

が

、わ
れ
わ
れ
の
隊
伍
に 

く
わ
わ
り
、

.一：i

の
政
治
詩
を
.出
版
し
，た
：
が

、

そ
の
な
.か
に
は
社
会
主
義
を 

.

説
く
数
篇
の
詩も
は

；い'
っ

て

い

る

：
'

…
)

。

J::. 

.

こ
こ
に
.は
ま
だ
真
^

社

会

主

義

者

に

た

：
い

す

る

後

に

み

る

よ

，
ぅ

な

は

げ

し

い 

非
難
は
|
み

ら

れ

な
1>
の
^
が
、
C
.
れ

は

一

A
四
囲
苹
ド
イ
ツ
に
お
け
る
革
命
的 

状
勢
が
そ
れ
ほ.ど
：進
展
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
、
：
空
想
的
社
.会
主
義
者
に
た 

い
.す
る
マ
ル
ク
ス
•
:ェ'シ
：ゲ
ル
'ス
の
.批
判
が
充
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら 

れ
る
ノ
や
が
て「

ド
イ
ツ 

' イ
デ
才
卩
ギ
ー」

に
お
い
て
、

ユ
ン♦ク

*
.
へー

ゲ 

リ
ァ
ン
や
真
正
社
会
主
義
の
ド
イ
ッ
：的
基
盤
、
；
そ
の
小
ブ

.か
^
ョ
ァ
的
‘
反
動 

的
性
格
令
看
破
レ
だ
マ
：
ル
ク
ス
ど
エ
ン
ゲ
ル
ス

は

真

正

社

会

主

義

に

た

ぃ

す

る 

徹
底
的
な
批
判
を
開
始
す
る
の
だ
が
、
.
そ

れ

は

エ

シ

ゲ

ル

，
ス
に
よ
る
一
一
つ
の
續 

文

：

「

真
IE」

，
社

会

主

義

者

に

.つ

い
て
.
の
一
：
一
論
文
、

す

.な

わ

ち

一

八

四

七

年

の

ブ 

リ
ぺ
ュ
：少セ：：

ル

，
ド
イ
ッ
語
新
聞
第
七
三
、：
九
含
、
■九
四
、
^ ̂

九
八
の
各
号
ヒ
掲
載
さ.れ

た「

詩
と
'散
文
に
お
け
.る
ド
イ
ッ
社
会
主
義

」

.
お
よ 

び

『

ド
イ
ッ
,.
-
-
-
€
ァ
ォ
ロ
，.ギ
丨
^
第
.ニ
卷
0
直
接
の
継
続
と
し
て
のi ,
正
社 

会
主
義
者
た
ち」

■ 
/に
も
っ
と
も
よ
く
あ'.ら
.わ
れ
て
い
る
,0
こ
；の
ニ
つ
の
論
文
の

•

七
ニ
;:(

ニ
七
九)



最
初
‘の
方
.

は
"
：

1資
本
生
義
発
展
0
:お
;̂
れ
た
：ド
^
'̂

ル•

グ
リ
ュ
ン
が
、
自
.由
独
立
の
進
歩
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
た
い
す
る
茁
圧
下
の 

停
滞
的
小
市
民
の
憎
惡
を
も
っ
て
、
こ
の
ド
ィ
ッ
の
小
市
民
体
制
を

.脅
か
す
%
_ 

の
に
立
ち
向
っ
た
点
を
鬼
明
に
迫
求
し
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
.H

、.
そ
の 

場
合
、
ド
ィ
ッ
市
段
の
代
表.と
し
て
-の
ゲ
ー
テ
の
な
か
に
ひ
そ
む
小
市
抝.ロ 

丨
マ
ン
的
性
格
を
重
視
し
、
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的

•

コ
ス
モ
ポ
リ
タX

的
精
神 

'を
無
視
^
て
VV
る)」

と
：を
非
難
し
でV.
V
る
。0
:
:
,
|

..
'
'方

''
-
,真
正
社
.会
主
義
者
た
ぢ」

、： 

ー
で
ば
、
ー
真
正
社
会
生
義
の
機
関
紙
：ぅ
ゥ
：エ
ズ
.ト
フ
'
ァ
リ
：
ツ
：
シ
0:
'
^
^
^
^

.

r 

ト 

j 

.cwestpharischen :Damphboot)

.
と
..そ
の
.編

集

.責

任

者

オ

'>
ト
丨
/

リ

H-

1

-
.
ン

グ

-

(

9
srLiining).

の
.
い
-
わ

ゆ

.る

1
ウ
ハ
エ
ス
，
ト

フ

、
ア

|
.
.
レ

)

v
y:
-
会

主

，.- 

義J “
拔
式
の
べ
：<30<16. 

|

|

6

)

.:
'
真

正

社

会

主

義

バ

1'
疋
社
：会
主
義
の
し
ど
く：
': 

取
純
な
段
階
を「

难
式」

(

J
n
a
e 

simple)

と
名
づ
け
る
と
す
れ
ば

)

の
理
論
を
批•
 

判
し
、
そ
の
歴
史
的
役
割
を
論
評
し
て
い
る
が
、
著
者
フ

H

ル
ダ
I
は
、
こ
の
. 

研
究
の
な
か
で
、
オ
ッ
ト

ー

 

•リ
.ュ
1
.
1シ
グ
の
批
判
.と
党
服
に
ょ
っ
て
真
正 

社
会
生
義
の
性
格
の
暴
露
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
は
興
味

.

深
ぃ
。

';:
'

'

.'■

.

.ゥ
エ
.ス
K
.フ

ァ

.リ

ツ

ジ

エ

ンV

ダ

ン

フ
ボ

ー

ト
が

、

真
正
社
会
主
義
め
機
関 

_
.紙

と
'な

.

.つ

.た

：こ

み
、
'
:マ

ル

ク

：
ス

も
；；

エ
.
.ン
：
.
ゲ

ル

.

.
'
ス
，
も

'あ

ま

り

こ

れ
.に
：注

目
1

な
か 

つ
.た
が
.
.
：
‘
.
'

^

の
な
か
で
リ

ュ

，
1 .一.一.シ
r.
が

モ

ン
.ゲ

.ル

.ス
の 
'『

ィ
ギ

ヴ

ス

；労
働
者 

階

級

の

：
状

態

』

か

ら■「

プ

ロ

レ

；タ

リ

ァ

丨

ト.の
生

成

と

発
展
の
た
め
の
大
工
業
：

の

重

要

性」

な

ど

を

盗

用

す

る

こ.と
.に

よ

っ

て

労

働

者

階

級'の

逋

動

に

，影

響

を 

及

ぼ

す

よ

ぅ

に

な

っ

て

か

ら

、

被

ら

は

こ

の

新

聞
.に

童

犬

な
.関

.
心

を

抱

き

は

じ
 

め
た
。
と

く

に

、

一，八
四
六
年
早
舂
ブリ
ユ
，
ツ

セ

ル

に

お.い

て

マ

ル
>

ス
、

ェ

ン
.ゲ
ル
.ス
.と
.知
.り
合
.い
、
.
舉

命

的

な

世

界

観

に

入

り

、

.■
■
リ
ユ
.'ト

一

「

ン
-
ダ

■へ
の
批 

判
を
は
じ
め
る
こ
と
に
ょ
っ
て
彼
ら
の
同
志
と
し
て
の
活
躍
を
は
：じ
め
た
.詩
人 

ゥ
ア

イ

デ

，
マ

イ

ア

(weydemeyer) 

•に
も
当
時
、
思
想
的
動
揺
が
な
い
わ
け
で 

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
，
し
か
し
彼
は
真
正
社
会
主
義
渚
と
し
て
と

ど

ま

り

な 

.が
ら
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
の.相
貌
を
も
呈
t
る
リ.H

丨

二.ン
.ダ
が
.あ 

た
.え
る
思
想
的
影
響
を
無
视
す
る
わ
け.に
は
ゆ
か
な
く
な0
た

。

リ
，ユ
：丨
|
1
:
.
ン
.グ
0
政
治
的
立
場
、.
著

者

に

ょ

れ

ば

:'
:
'
ー 

：

方
に
お
い
て
そ
れ
は 

P
.シ
ア

の

マ

ル

ク

ス
主
義
運
動
の
初
期
にあ
ら

わ

れ

た「

合
法」

，'マ
，ル

ク

ス

主 

,

義
者
を
想
v>
出
さ
：fる
の

だ

が

，

他

方

そ

れ

は

ブ

方

ル

ジ

ョ

：
ア
的
.
資
本
家
的 

.

.発
展
炎
回
避
:1
.て
>
社
会
主
義
ど
い
ラ
も.の
^
小
市
民
的
莲
礎
め.
M

に
実
現
し 

,ょ
，ぅ
^
す

る

；点
.で

、
.〜

.ナ
ロ 

I
ド
'ニ
.キ
ー
.ヶr

v
o
l
k
s
w
m
i
e
r
s
y
v
;
'

の

'
ょ

ぅ

な

復

古
 

.
的
反
動
的
思
想
の
侧.面
'を
も
つ
と
.い
ぅ
T
lff
i
的
性
格
：を
%
っ
て
い
た
。
従
っ

て
 

.そ
れ
は
、.議
治
制
度
0
不
可
避
性
を
強
：調
'1
.、
働
く
：大
來
の
た
め
に
ブ
ルジ
ョ 

T
的
な
権
利
ど
自

由

す

る 

の
必

！
^

を
カ

説

す

る

ゥ

广

イ

デ

マ

イ

ア

の

マ 

.:

ル

ク

ス
主
義
：理
解
が
ら
そ
の
思
想
形
成
を
負

.い
な
が
ら
、
.マ
'ル
ク
ス
：主

義

を

、 

真

芷

社

会

主

義

と

歡

純.に

結

び(

つ

げ

ょ

：ぅ

ど

し

た

と

(

こ
.ろ

に

間

題

が

あ

：っ
た
。

•
リ
ユ
.丨

-
V,
•ク
は
、社
会
主
義
者
と
議
会
主
義者
が
共
通
の
.目
的
の
た
め
，に
、
 

'た
と
え
ば
.政

治

的

精

神

的

反

動

、

封

.建

主

義

と

官

僚

主

義

に

対

す

る

共

同

闘
争 

の
必
然
性
を
提
起
し
、ブ
ル
ジ
ョ
ブ
的
な
議
会
制
度
の
利
用
の
必
要
性
を

説

き

、 

プ
ル
，ジ
ョ

ア
ジ
ー

が

勝
利
を
'し
め
た
の
ぢ
は
、
彼
ら
に
た
い
す
をプ
ロ

レ
タ
リ 

ア
ー
ト
の
闕争
が

は
じ
ま
.る
と

主
張
し
た
.

き
わ
め
て
独
創
的
で
、マ
ル 

.ク

.ス
、H
ン
ゲ
.ル
.ス
の
.思
想
と
類
似
し
、
彼
ら
にM
©
か
の
影
響
を
あ
た
え
た 

と

考

え

ら

れ

る

。

す
で
に
の
ベ
た
よ
う.に
、
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
史
的
唯
物
論
：へ

.の
到
達
過
程
は
、
既
存
め
理
論
体
系
に
た
い
す
る
苛
酷
な
ま
で
に
徹
ぼ
め
な
批

判
と
血
み
ど
.ろ
の
闘
い
で
あ
り
*
そ
れ
ら
の
批
判
克
服
の
過
程
を
通
じ
て
独
自

.の
理
論
を
淘
冶
し
た
も.の
.で
あ
る
と
ず
れ
ば
、
：真
正
社
会
主
義.を
非
難
し
、
そ
.

の
階
級
的
基
盤
を
暴
露
し
な
が
ら
も
、
絶
え
ず
そ
れ
と
の
•闘
争
の
な
か
で
、
や 

、

、

、

れ
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
も
忘
れ
な
か
つ
た
点
は
、
注
意
を
払
う
必
要
が

.あ
ろ
う
。

彼
ら
は
、リ
ユ

I
n;-
-
ン
■ダ
の「

ウ
ェ
ス
ト

フ

ァ
リ

ツ

シ
ェ

ン
•
ダ

ン

フ

ボ
I

ト」

に
あ
ら
ゆ
る
非
難
や
嘲
笑
そ
し
て
皮
肉
を
あ
び
せ
て
い
る
に
も
か

.か
わ
ら
ず
、
. 

そ
れ
が
、

産
業
が
発
展
し
、資
本
主
義
的
生
産
が
進
み
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
：丨
ト
の 

僧
級
意
識
も
比
較
的
進
ん
だ
ラ
イ
ン
地
方
に
お
い
て
も
つ

重

要

な

役

割

を

見

逃
 

さ

な

か

つ

た

し

、

ゥ

ァ

イ

デ

マ

イァ
も
こ
'の
点
を
意
識
し
て
こ'れ
に
.寄
稿
1>
た 

の
で
あ
る
。
.そ
れ
ゆ
えマ
ル
ク
又
ど

エ

ン
ゲ
ル
ス
は

、

ブ
ル

ジ
.ョ
..ア
^.
級
が
、
.

1

八
四
0

年
代
0

は
じ
め
、
自
由
主
義
的
な
運
動
を
指
導
し
よ
う
，と

し

、
：
■
と
く 

に1

八

四

六¥

プ

ロ
イ

セ
.
'

v

絶

対

王

政

の

；
土

.

台
を
ゆ
る
が
す.ほ
ど

の
経
済
的
危 

機
の
兆
し
が
濃
厚
と
な.つ
た
と
き
、'
こ
れ
を
積
極
的
に
援
助
し
、

ダ
ニ
：
千
ル 

(Roland IDaniei)

:■

ビ 4 

ル
ガ
ー
ス(Heinrich .B

君

§)

、：
 
ニ
！v
x
^
:
l
,-(

K
a
r
l 

o
E
s
t
e
r
)
：

等
を
し
て
、
正
し
い
方
針
に
副
：
.つ
で
運
動
す
る
も.と
を
指
導
.し
だ
" 

す
な
わ
ち
マ
ル_ク
：ス
と
-
ン
ゲ
：ル
ス.は
、
:
共
產
主
義
者
が
民
主
主
義
運
動
欧
稹 

極
的
に
'参
如
す
る
と
1.
>
.う
信
条
'の
^
と
：に
'
'ヶ
：ル
.
.
ン
市
に
お
け
へ
る
ブ
ル
..

ジ
.ョ
7 

的

民

主

的

運

動

を

推

進

し

.

た
結
果
、；.:
一.八
.四
六
年
六
月111

香
選
挙
民
大
会
が 

開
か
れ
た
の
で
あ
る。

' 

■

..
ソ
著
者
は
，
ゲ
ル
シ
市
の
市
民
大
会
の
重
要
{4
.を
指
摘
1>
、
そ
.餐

様

を

当

時
：
 

の
資
料
を
駆
使
し
て
詳
細
に
描
写
し
で
ぃ

^

办

で

民

主

的.

ブ

ル
i>「

ョ.

ア
的
運
：

初

期

マ

，
ル
ク
ス
，
研

究

に

お

け

る

ひ

と

つ

の

.問

題

，

動
.に
お
け
る
共
産
主
義
者
の
役
割
と
い
グ
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
注
目 

寸
べ
き
こ
と

は
、
.
共
^
主̂
義
者
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
ラ
ヴ
.ォ 

R
l
a
u
x
)

が
、「

第
三
身
分
は
、
あ
た
え
ら
れ
た
条
件
の
も.と
で
、
い
か
な
る 

場
合
に
.も
よ
り
高
い
階
級
の
附
属
物
で
は
な
く、
.. 

r

真
実
の
代
表
者
/
;
す
な
わ

ぢ
彼
;̂
,の
中
か
.ら
代
表
を
選
ぱ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ1_
と
提
案
し
、
と
り
わ
け
、

'

.

. 

.

•
.

..

「

第
三
身
分
は
、

自
ら
を
代
表'す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

選
挙
権
を
も
た
な
い
す

ベ
て
の
身
分
の
当
然
の
代
表
者
，で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
者
の
利
益
は
後
者

.11)

の
そ
れ
に
近
い
の
で.あ
.る
'か
ら
ー.
- 

:
•

」

と
強
調
し
た
と
と'は
、
.. 

'
マ

ル

ク

ス

、
.
.
エ 

ン
ゲ
ル
ス
が
ブ
リ
ユ

I.

ッ
：セ
ル
共
産
主
義
通
信
委
員
会
か
ら
ダ
ニ
エ
ル
ズ
と
ビ

H 

ル
ガ
I

ズ
に
あ
て
た
手
紙
の
内
容
、：、す
な
わ
甘

「

ィ
デ
才
P
ギ
ー
的
明
確
さ
こ 

そ
、，

：

現
実
の
そ
し
弋
政
治
的
に㈣
*

し
た
活
動
の
た
め
の
活
動
を
形
づ
く
る
と 

い
う
こ
と」

と
、
労
働
者
を
主
体
と
す
る
広
沉
な
大
衆
連
動
の
主
体
的
•
客
観 

的
条
仲
の
欠
如
し
て
い
る
ド
ィ
ッ
に.お
い
：で
ば
、
プ
ル
ジ
ョ
ァ
的
な
権
利
と
自 

由
の
た
.め
の
民
主
，

g

な
運
動
と
請
願
によ
る

双
ま
に
、
独
立
の
労
働
運
動
の
創 

出
を
も
期
待
す
べ
き
：で
あ
る
と
い
う
見
解
に
.一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

■
;
.ま

た

デ

ス

タ

ー

の

指

導

と.そ
.?-
フ
：ボ
.丨

と
0
共

同

に

よ
-0
:て

、

市

民

全

体

を 

.闘

：
い

：
に

ま

き

：
こ

：
む

た

め

.：
に

：
.ひ

と

つ
.
.の

綱

領

が

：提

案

さ

れ

た.。
そ

れ

に

よ

れ

ば

、
主 

要

な

努

力

：
目

標
cr
ホU

p
t
b
e
s
treb.un

oq'
e
n
)

.と

し
':て

、「

生

活

困

窮

者

に

た

い

す

る 

.地

方

自

治

体
■の
.配

慮
.

J
、

.

.

.

.

「

国

^:
-学

校

制

度
.
.：

(

>
..
',
<
1
0
1
!̂
3
3
<
1
1
1
&
.

句
6
3
6
1
1
?

'?
の

制

定

と

：
 

整

備」

な

ど

が

う

た

わ

れ

て

い

た

こ

と

は

、

き

わ

め

て

注

目

す

ベ

含

こ

と

.で

あ 

*

り
へ
：今

日
^
取

わ
.れ

が

革

命

的

典

產

登

義

運

動

を

考.え

る

場

合

に

、■大

衆

.
の

日
 

:

常

的

た

利

益

：
と

•高

度

の

政

治

的

要

求

ど

：を

結

び

，つ

け

る

と

い

う

砠

点

が

ら

、

こ 

の
-ヶ

ル

ン

市

の

共

産

主

義

の

活

動

は

研

究

す

る

に

値

し

よ

う

。

も

ち

ろ

ん

、
：
こ

-

: 

.

七
：三
.
<
_
1
~
-

八
一
：)



れ
に
た
い
.し
：て
ブ
ル
泛:3
ア
II
-
自

由

主

義

者

の

少

数

派

：
は

、

こ

の

# ；
'
議

の

合

法 

性
を
.問
題
に
し
，，

」

ま
た
選
挙
権
の.
な

い

一

般

大

衆

が

、
：

:'
;
こ

の

会

合

に

出

席

ず

る 

こ
と
に
反
級
す
る
と
い
ぅ
反
動
勢
力
の
ま
き
返
し
が
お
こ
っ
た
こ
と
も
亊
実
で 

■
あ
-
ゾ
た
が

…
.
：
、

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

■ 

. 

+
•

ビ
.ユ
.ル
ガ
ー
ス
や
デ
ス
タ
：丨
は
.民
主
的
運
動
全
体
の
方
向
を
左
右
す
る
決
定

的
な
勢
力
た
石
小
市
民
階
層
め
指
導
者
に
さ
え
：接
^
し
て
、
彼
ら
の
軟
い
難
い

窮
乏
化
の
原
因
が
資
本
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
，
：：ま
た

.

1

言
論
紙
制
の
：撤
廃
の

. 

:

14)

.

た
め
に
共
同
し.て
闘
ぅ
べ
き
こ
と
を
訴
え
た
と.い
わ
，れ

、

大

衆

の

初

，港

的

な

要

- 

求

、..
■
彼

ら

め

日

常

的

な

：不

満

か

ら

出

発

し

て

こ
れ
を
.組
織
的
な
反
抗
にか
え

る 

た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
カ
を
払
っ
た。
'

小
市
民
階
級
の
民
主
主
義
者
と
共
産
主
義
者
と
の
共
同
闘
# ：
に
よ
っ
：て、
' 1... 

八
四
六
年
A
月
五
白
、
ケ
ルx

の

ハー

フ

シ

モ

ン

.

.
，
ザ
ー
ル
で
開
か
れ
た
一
大
衆 

集
会
で
は
、
激
昂
し
た
大
衆
は
、
政
府
の
民
主
的
運
動
に
た
い
ず
る
専
制
的
弾 

圧
を
非
難
し
た.。
こ
の
よ
ぅ
な
大
衆
運
動
の
皮
カ
の
も
と
で
、
：
ケ
ル
•ン
市
当
局
. 

と
自
由
主
義
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ブ
ジ
ー
、他
方
政
府
官
僚
も
：妥
協
的
姿
勢
を
と

.り

.：、

つ
ぎ

.の
よ

ぅ

な
重
大
な
譲
歩
を
：な
さ
ざ
る
を
：え
な
か
っ
た

.
。
軍
隊
.
の
'
市

内

か

ら 

の
撤
退
と
こ
れ
に
代
る
非
武
装
市
民
軍
の
建
設
が
こ
れ
で
あ
る
。
：

こ

れ
は
共
産 

主
義
者
、.民
主
主
義
者
を
指
導
者
と
す
る
広
沉
な
人'民
.大
衆
の
統
...
ー'戦
線
め
.勝 

利
で
^
っ
た
.が

、

し

か

し

そ

の

民

主

戦

線

は

充

分

に

組

織

さ

れ

，
て

は

お

.6
'
ず
、： 

真
正
社
会
主
馨
0
'不
徹
底
な
態
度
は
、
市
民
車
を
プ
ロ

)

レ
ダ
リ
ァ
ー
ト
お
よ 

び
民
主
主
義
者
を
中
心
と
：す
る.民
主
勢
カ
の
軍
隊
と.す
る
こ
と
が
で
き
.な
か
っ
へ 

た
：
。

い

う

ま

で

も

な

く

と

の

.

ケ
'
:ル
ン
の
大
衆
運
動
は
、

:

お
棘
自
由
主
義
的
な
ブ
：
 

ル
ジ
ョ
：ア
ジ
ー
か
ら
、

左
：.

は

共

産

主

義

者

ま

で

を

ふ

く

む

広

：
汎

な

連

合

統

一

.戦

:

七

：
四.(

二
，
八

ニ

)

：

線
で
あ
っ
て
、:-
-そ
の
た
め
匕
ま
ず'■労
働
条
件
の
改
善
を
は
じ
め
労
使
関
係
の.
 

緊
迫
化
と
，と
も
に
、
次
第
に
そ
の
強
力
な
き
ず
な
は
失
わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る 

が
、
..-1:

<

四
八
年
の
ド
ィ
ッ
三
月
革
命
の
前
兆
と
.し
て
の
ヶ
ル
ン
に
お
け
る
一 

A
四
力
¥
六

月

事

件

お

よ

び

八

月

事

件

は

：
，
.
民

主

的

運

動

に

お

け

る

共
産
主
義 

者

の

正

し

い

戦

術

の

た

て

方

、

：

そ

し

て

：
小

，市

民

的

な

真

正

社

会

主

義

者

に

た

い 

'
す
る
実
践
の
上
セ
の
朥
利
を
深
く
歴
史
に
刻
み
つ
け
た
も
の
で

4

る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
か
ろ.ぅ
。.

.

:

■
 

■
 

• 

.
ン 

..
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(

1)

拙

稿「

一
八
九
0
年
：か
.ら
，

1

九一

四
年
に
か
け
て
の
ドィ
ッ

労
働
運
動
に
お

:け
る
若
干
め
問
題」

'(

三
田
学
会
雑
誌
、'昭
和
三
六
年
七
月
号

)

.参
照
。
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 ebenda,'s..
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(

4)

と
い
'0

て

も

、

ク

リ

ー

ゲ

の

運

動

の

進

歩

的

側

面

を

、

マ
ル
ク
ス
お
よ
び
モ 

' 

.
ン
.ゲ
ル

.

ス
，が
.全

く

評

価

し

な

か

っ'^
.わ

け

で

は

な

い

。.'
タ

リ

—

ゲ

は

ァ

メ

リ

力
.に
.

.お

.

S

て
土
地
制
.度
の
改
革
を
計
画
し
、
ュ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
お
け
る
ナ
シ
.ョ
ナ
ル

.

.
,
+ 

•
.
. 

. 

: 

- 

* 

.

リ

フ

オ

ー

：マ

ー

の

運

動

と

秘

密

組

輯

「

ユ

ン

グ
•
ア
メ
リ
カ
し‘
に

よ

っ

て
' 

一.
八 

四

五

年

ド

ィ

ッ

の

労

働̂

に

よ

る「

国

民

改

苹

協

会」
r
N
a
t
i
o
n
a
l
r
e
f
o
m
a
s

soziation 

)

を
結
成
1>
た

こ
ぅ
し
た
運
動
-
-
オ
ー
工
ン
以
来
の
-
-
に
つ
い

一
て
は
：、

「

近
代
に
成
立
し
今
も
存
続
し
て1-
>
:
.
る
共
産
移
住
地
め
記
述

」

：
0
1
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三
，
‘

初
期
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
の
課
題
は
何
か
、
こ
の
大
き
な
問
題
を

^
究

し

フ 

ェ
ル
ダ
ー
の
著
作
を®
じ

て

、

真
正
社
会
主
義
の
：階
級的
性
格
を
把

え

よ
う
と 

し
て
、
そ
の
半
分
も
達
し
な'い
う
ち
に
、
す
で
に
余
白
は
つ
き
て
し
ま
っ
た
。
 

一
八
四
年
以
前
のマ
ル
タ
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
努
力
は
、
す
で
に
の
ベ
：た
よ
う

に
.
，
反

動

的

な

小

ブ

.：
ル
.

ジ
ョ
'
ァ
ジ
.
I
の
イ
..デ

オ

.

.

ロ：
^-
^
し
て
©
真
正
社
会
主

&
.の
批
半
.
と

克

服

に

：
注

力

れ
.て
V
た
こ
.と
.は
、
ド
イ
ッ
.
.
-•'イ
デ
-̂
.ロ
■
ギ

ー

と

.
そ 

れ
以
後
の
著
作
に
明
ら
か
セ
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
と
れ
と
密
接
不
離
の
関
係 

に
あ
っ
た
プ
ルー

ド
ン
主
義
へ
の
徹
蔽
的
非
難
に
も
む
け
ら
れ
た
て
と
は
、
そ 

.

れ
ら
が
ゥ
ァ

イ

ト

リ
ン
グ
の
思
想
と
は
別.の
意
味
に
お
い
'て
、
労
働
者
階
級
が 

来
る
ベ
き
.一
八
四
八
.年
革
命
.の
.意
義
を
正
し
く
評
価
する
の

を
さ
ま
た
げ
る
と. 

い
う
客
観
的
な
認
識
'に
よ
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う

ま

で
.も
な
ぃ
。

ヴ
ァ

イ

ト

リ 

ン
グ
の
思
想
が
、
フ
ラ
ン
ス.共
.産
主
義
の
'理
論
的
影
.響
の
も
と
に
：ド
；イ
ッ
労
働 

初
期
マ
ル
ク
ス
研
究
に
お
け
るひ
と

つ

の
問

題

.

者
階
級
へ
の
影
響
に
お
い
て
急
速
に
色
あ
ぜ
'て
し
ま
っ
たQ

に
反

し

、
真
正
社 

会
主
義
者
め
ィ
デ
オ
ロ
ギI (

エV
ゲ
ルK

の
言
葉
を
か
り
れ
ば
、
そ
れ
が
ず
か
か 

ら
複
式

に

な

る
に
従
っ
て
大
胆
に.な
る

！)

が

、

さ

ま

ざ

ま

な
形
で
労
働
者
階
級 

の
.運
動
に
影
響
力
を.も
：っ
て
い
た
：の
は
、
資
本
主
義
的
発
展
の
お
く
れ
た
ド
ィ 

ッ
：の
中
小
市
民
階
級
め
間
^

，:そ
め
た
め
，の
肥

、
沃

な

土

壤

が
存
在
し
た
か
ら
で 

あ
っ
た
。
だ

と
す
れ
ば
、
.マ

ル

ク

ス

とエ
ン

'ヶ

ル

ス

が

こ
れ
に
た
い
し
て
終
始 

1

貫
し
て
痛
烈
.な
批
判
を
加
え
た
の
は当
：̂

で
は
な
か
っ

た
か
。
わ
れ
わ
れ
は 

最
後
に
今
一ぼ

、
真
正
社
会
主
義
者
の
性
格
を
考
察
し
、
^

^

に

か

ぇ

る

と

し

フH

ル
ダ
ー

に

よ

れ

，は

，：真
正
社
会
主
義
者
の
運
動
は
さ
き
に
の
ベ
た
よ

う 

に
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ー
ド
ヒ
キ
と
似
て
い
た
"
す
な
わ
ち
一
方
に
お
い
て
封
建
的 

秩
序
に
た
い
す
る
反
抗
と
、'他
方
に
：お
い
て
資
本
家
発
展
：へ
の
恐
怖
で
あ
る
。
 

彼
ら
は
言
莱
の
上
で
は
、
フ
ラゾ
ス
お
よ
び
ィ
ギ
リ
ス
の
市
民
的
資
本
家
的
諸 

関
係
を
批
判
し
な
が
ら
、
.
祖
国
ド
ィ
ッ
に
お
い■
て

市

民

的

.
•
資

本

家

的

社

会

秩 

序
を
貫
徹
さ
せる

こ

と
の
重
要
性
を
忘
却も
し

く

は
無
視
し
よ

う

と
t

u
。
政 

治
革
命
と
市
民
的
権
利
お
よ
び
政
治
的
自
由
と
の
結
び
つ
き
、
そ
れ
ら
の
重
要 

性
を
'強
調
し
な
：い
点
は
、
ザ
ロ
ー
ド
：ニ
キ
の
特
殊
性
で
あ
る
が
、
小
市
民
層
の 

代
表
者
で
あ
る
点
は
、
真
正
社
会
主
義
と
酷
似
し
て
い

る

と

い

え

よ

う

。

た
だ
、

ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
運
動
は
、
広
沉
に
し
て
革 

命
的
な
農
民
運
動
の
上
に
立
づ
てお
り

、
、そ
の
意
味
で
は
革
命
的
な
性
格
をも 

っ
て
い
た
^
.
:真
正
社
会
主
義
者.の
運
動
の
®
胎
は
、
農
民
ほ
ど
搾
取
さ
れ
て.
 

い
な
い
.
都

市

の

小

市

民

層

に

■あ

..；
0
た
'
と

と

ろ

に

、
.. 

' 

ナ

ロ

ー

ド

ニ
キ
.
が
，
も

っ

'
て

い
.
 

た

戦

闘

性

の

.

欠
如
が
み
ら
れ
た
。.
従
っ
て
そ
こ
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
は 

•

■

.

七

五(

1ニ
：八
三
> 

:



.

.
底

廊

ヤ

：

::
1
>
か

龙

ヵ

え

^
:.
;;
赠

級

_

争

：
の

谫

化

之

民

生

主

義

革

命

を

前

；
に

し

：
で

、
，
' 

絶
対
主
義
勢
力
に
妥
協
す
る
而
を
濃
厚
に
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か 

ろ
ぅ
か
9
初
期
マ
.ル
ク
ス
に
お
け
る
ィ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
闘
争
が
、
真
正
社
会
主
義 

者
に
た
い
し
て
も
っ
と
も
は.げ
し
く
お
こ
な
わ
れ
た
歴
史
的
•
理
論
的
根
拠 

は
.：'こ
の
ょ
ぅ
な
理
由
に.ょ
0
て
い
.た
と
い
.
え

る

，で

あ

，ろ

.ぅ

.
0
'
.

. 

■•ぐ
-
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■ 
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e
b
e
n
d
a
,

密

'
1
4
2
1
1
4
s
.

マ
ル

ク

シ
X
厶

の

フ

ラ

ン

ス流
入
に

.

関
す
、る

j

考
察

へ

f

ジ

.

r

ル

、
•

ゲ

—

.
ド

の

；
思

想

的

展

開

I

.

■'
.
. 

.

'

V

: '
■

_

フ
ラ
ン
ス
の-み
な
ら
ず
世
界
の
祀
会
主
義
連
動
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
；パ

. 

リ
コ
ン
ミ
ユ
ン
が
、
血
の
海
の
中
に
觀
り
さ
ら
れ

 

'
て
'よ
：り
数
年
を
い
で
ず
し 

て
、
テ
ィ
工
ー
ル
に
よ
っ
て

「

も
ぅ
話
れ̂
る
こ
と
も
な
く
，
す
っ
か
り
か
た 

.づ
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